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加藤 　　ボー ・カ レン語諸方 言の音韻体系

ボ ー ・カ レン語諸方言 の音韻体弄

西部方言1種 と東部方言2種

加　　藤　　昌　　彦

The Phonological Systems of One Western and 

    Two Eastern Dialects of Pwo Karen

Atsuhiko  KATO

   The main purpose of this paper is to describe the phonological 

systems of three dialects of Pwo Karen which are spoken in Burma, and 

which had not been previously described. 

   The dialects described in this paper are the languages of Kyonbyaw, 

a small delta town (one of the western dialects) , Hpa-an, the capital of 

the Karen State (an eastern dialect) and Tavoy, the capital of the 

Tenasserim Division of southern Burma (also an eastern dialect) . Since 

Pwo Karen (like other languages of the area) is a monosyllabic 

language, analysis of syllabic structure is the principal concern of works 

dealing with phonological description. 
   The syllable structure of all of these dialects can be represented as 

Cl (C2) V1 (V2) (C3)/T, where C is a consonant, V is a vowel, and T is 

a tone. Cl is the initial, C2 the medial and C3 the final consonant. The 

combination of V1 (V2) (C3) is further referred to as the rhyme. All of 

these dialects possess omnisyllabic tone systems where the tones consist 

of bundles of prosodic features including phonation type, pitch and con-

tour. 
   The author worked consecutively on the Kyonbyaw and Hpa-an 

dialects from the latter half of 1993 to the first half of 1995. The work 

was carried out chiefly in Rangoon with some short-term fieldtrips to
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Kyonbyaw and Hpa-an. The research on the Tavoy dialect was made 

sporadically whenever the informant visited Rangoon.

0.は じめ に

1.チ ョウ ン ビ ョー方 言

2.パ ア ン方言

3.タ ボイ方 言

4.音 韻 対 応

5.　 テ キス ト

6.お わ りに

0.は じ め に

0.1.カレン系 民 族 とそ の 言 語1)

　カレン系諸言語の系統的位置づけに関しては,い くつかの説があ り,い まだに決着
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や

がつ いていない。有 力な説 としては,チ ベ ッ ト・ビルマ系言語 の一一派 とするShafer

【1974】の 説 と,シ ナ ・チベ ット系言語がチベ ット・カ レン系 と漢語系に分かれ,さ ら

にチ ベ ッ ト ・カ レン系 言語 が チ ベ ッ ト ・ビル マ系 とカレン系 に分 かれ る とす る

Benedict【1972】 の説 の2つ がある。カレン系 言語 の系統を考 える上で最大の問題 とな

るのは,語 彙的にはチベ ッ ト・ビルマ系言語 と非常に高い率 で一致を示すのに もかか

わ らず,他 の大部分 のチベ ッ ト・ビルマ系言語がSOV型 の基本語順を持つのに対 し

て,カ レン系言語 がSVO型 の基本語順を持つ とい う事実である。 この特徴に関す る

言及 をい くつか挙 げておこ う。

文法構造はタイ語V'`,単 語はビルマ語に近い。【原田 ・大野　1979:5】

以上の考察によって,パ オ語を中心に考えるならぽ,カレン 語の音素体系,単 語形式はビ

ルマ語系に属するべき性格をもってお り,そ れに対して文法形式はタイ語的な特徴を示 し

1)　 1989年,ビ ルマ政府は国名の対外呼称をMYANMARに 変え,同 時に地名や少数民族の対

　外呼称をも現代ビルマ語ふ うに変更した。これに伴い,カレン 族の対外呼称もKARENか ら

　KAYINに な った。この変更に従って日本でもカレン族のことをカイン族と呼ぶ向きもある

　が,本 稿では 「カレン」を用いた。その理由は,日 本語の 「カレン」が既に術語として定着

　していると思われること,そ して,カ レン族はタイ側にも居住する 「多国籍民族」であるた

　め,ビ ルマ側の決定だけV'従 った場合いたずらに混乱を生じる可能性があること,の2点 で

　ある。また,地 名についても混乱を避けるため,こ れまで学術論文などで使われてきた従来

　通 りの呼称を用いた。

548



加藤　　ボー ・カ レン語諸方言 の音韻体系

ていると結論できる。この事実から,カ レン語が本来タイ語系に属する言語であって,ビ

ルマ系諸言語の強い影響を受ける環境におかれて,音 素形式単語形式の本来の形をビルマ

語的に置き換えていったと考える余地は十分にのこされている。【西田　1967:31-32]

Karen syntax in general, however, with the object placed at or near the end of the sentence and 

with relating elements preceding as well as following, stands close to Chinese and even closer

to unrelated Thai, which has perhaps exerted some influence here. (しか し,目 的語が文末ま

たは文末に近い位置に置かれ,修 飾要素が後置されるのと同様に前置もされるというカレ

ン語の文法の一般的特徴は,中 国語に近いものであるし,系 統的には関係ないがおそらく

は幾分かの影響を与えたであろうタイ語に,よ り似ているのである。)IBENEDICT　 l972:

129

カ レン語はチベ ット・ビルマ諸語の中で例外的にSVO型 の語順をもっている。このこと

が長 くカレン語の帰属を決定出来ない原因であったが,現 在では,カ レン語はモソ語との

接触の結果,語 順が変化したと考えられている。【マティソフ　 1990:571

ここに挙げたいくつかの言及にも触れられているように,カレン 系言語が言語接触に

よって大きな変化を遂げた言語である可能性は大きい。カレン系言語の研究が,東 南

アジアにおける言語の接触を考える上で非常に重要であることは間違いないだろう。

　カレン系言語を話す諸民族は,ビ ルマのイラワジ ・デルタから西部タイまで比較的

広い地域に分布 してお り,主 要なグループには,ス ゴー ・カレン,ボ ー ・カレン,カ

ヤー(赤カレン),パ オー,ボ エーなどがある。首に金属の輪をいくつ もはめて首を

長 くする習慣で広 く知られるパダウソ族も,カレン 系言語を話す民族の1つ である。

ビルマのシャソ州南部から,カ ヤー州,カ レン州にいたる地域には,10を 優に超える

カレン系民族が居住 しているが,こ の地域が往来の不自由な山岳地帯であること,政

治的に不安定な地域であること,話 し手人口が少ない言語が多 く,そ の中には既に絶

滅 してしまったような言語もあること,な どの理由により,言 語の記述研究は非常に

遅れている。これ らの言語に関する利用可能な資料は量的に極めて限られているため,

カレン系言語内部の系譜的関係についてさxも,い まだに定説がないというような状

況である。

　カレン 系民族の来歴については,東南アジア大陸部に住む他の多くの民族と同様Y

北方から移動 してきたと考えられること以外はほとんど分かっていない。現地の歴史

的文献にもカレン系民族はほとんど登場 しないのである。しか し,上 で述べたように,

シャソ州,カ ヤー州,カレン 州などのビルマ東部には何種類ものカレン系民族が密集
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して住んでいることか ら,こ れ らの民族が相当に早 い時期か らこの地域Y'居 住 してい

た と考える ことは,あ ながち間違 っていないよ うに思われ る。

　 ビルマに住 むカレン 系民族 の うち,社 会的に も人 口の多さか らい って も優勢 な グ

ル ープは,ス ゴー ・カ レンとボー ・カレン である。 ビルマ語で カレン族(/kayinノ)

といった場合,こ の2つ の グループを指す ことが多 く,例 えば カヤー族(赤カレン)

や バナー族 な どは含 まないのが普通であ る。ただ し,何 を もって 「カレン 族」だ とす

るか の基準は必ず しも明確 ではない。1993年 に 発表 された ビルマ政府 の推定では,「 カ

レソ族」の ビルマ国内における総数は約286万 人 とな っている。

　 カ レン族の 自称 は下位集団 ごとに異 なっている。 スゴー ・カレン の 自称は 「人間」

を意味す る/PYak珈5/で あ る。 ス ゴー ・カ レンとボー ・カ レンを特 に区別 した い場

合 には前者を/PYak珈5　 SY5/後 者 を/PYak珈5　 PYδ/と 呼ぶ。 ビルマ語 でス ゴー ・カ レ

ンを/zago:kayin_/,ボ ー ・カ レンを/you:kayin_/と 呼 ぶのは,こ のス ゴー ・カレ

ン語 の呼称)/YY`一由来す る と考 え られ る。 ボー ・カ レンの 自称は,西 部方言が/phl6un/

(チ ョウ ンビョー方言),東 部方言 が/phlbun/(パ ア ソ方言)で ある。 この自称 も元

来は 「人間」を意味 していた と思われ るが,東 部方言 では現在 で も 「人間」 とい う意

味で使われ るのに対 し,西 部方言では 「人間」 とい う意味を失 い,カレン 族を指す呼

称 としてのみ使われている。ス ゴー ・カレン とボー ・カレン を区別す る呼称は,西 部

方言 と東部方言で異なる。西部方言では,ス ゴー ・カレン を/phl6un　 phathei2/(父 方

のカレン),ボ ー ・カレン を/phl6un　 mothei?/(母 方 のカレン)と 呼 ぶ。一方,東 部

方言 では,ス ゴー ・カレン を/phlbun¢an/と 呼 び,ボ ー ・カレン のこ とは/phlbun

の/と 呼ぶ。

　 ここに挙げたそれぞれ の自称が,自 分達 の集団だけを指す ものであ るか,ス ゴー ・

カレン,ボ ー ・カレン(あ るいは他の カレン系民族)を も含めた 「カレン 族」一般を

も指す ものであるかは,個 人 によって も,あ るいは使 われ る場面に よって も異な る場

合 が多 く,一 概 に いって しま うこ とは で きな い。 例 えぽ ス ゴー ・カ レンの 自称 の

/pyakxn5/は,ス ゴー ・カレン だけを指す こともあれば,ス ゴー ・カ レンとボー ・カ

レソ両方 を指す こ ともある。 また,ボ ー ・カ レン語東部方言 の/phlbun/は,東 部地

域に住むボ ー ・カ レンだけを指す こともあれぽ,東 部地域,西 部地域を含めたボー ・

カレンを指す こともあ るし,は た また,ス ゴー ・カレン,ボ ー ・カレン 全体を含 めた

呼称 として使われ ることもある。

　 ス ゴー ・カレン語はボ ー ・カ レン語に比べる と地域的方言差が小 さ く,異 なる方言

間 でも意 志疎通が可能な ことが多い。 これV'対 して,ボ ー ・カ レン語は方言 が異 なる
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地図　各都市とカレン州の位置

と意志疎通がかな り困難になることがある。ボー ・カレン語は,相 互理解の程度を基

準として,大 きく2つ の方言に分けることが可能である。イラワジ川(エ ヤワディー

川)の デルタ地帯に広 く分布する西部方言 と,カレン 州,モ ソ州およびテナセ リム管

区(タ ニソダーイー管区)か らタイ国西部にかけて分布す る東部方言である。西部方

言と東部方言は,様 々なレベル,特 に語彙 と音韻のレベルにおいて大きく異なってい

る。筆者は,西 部方言の話 し手と東部方言の話 し手が会する場面に何度か接すること
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がで きたが,観 察 した ところでは,O・ カ レン語を使 っての会話は よほ ど簡単な 内

容 を話す場合を除いて不可能であ った。 ビルマのカ レン族 の間 では,カ レン語 には ス

ゴー ・カレン 語 と,西 部 ボー ・カ レン語,東 部 ボー ・カレン 語 の3種 類がある とされ

る ことが多い。

現在にいたる まで,カ レン語を表 記する文字には様 々な ものが考案 され ている。そ

の中で最 も広 く普及 しているのは,キ リス ト教 ス ゴー ・カ レン文字,キ リス ト教 ボー ・

カレン文字J仏 教 ボー ・カレン 文字の3種 類 である。 キ リス ト教ス ゴー ・カレン 文字

は1832年 に,キ リス ト教 ボー ・カレン 文字 は1852年 に,ど ち らも ビルマ文字 に基づい

てア メリカ人宣教 師によ り考案 された ものである。 この2つ は極めて合理的 にできて

いるため,ビ ル マ文字を使 い こなす能力 さrxあ れ ば,修 得 はか な り容易である。一 方,

仏 教 ボー ・カレン 文字は,モ ソ文字に範 を とり,一 部 に ビルマ文字の表記法を取 り入

れた ものである。正確 な起源は明 らかではないが,少 な くとも19世 紀の中葉 まではそ

の歴史 を さか のぼ る ことがで きる(伝 説上 は この3つ の中で最古 の ものとされ る)。

合理性 の面か らいえぽ,前 二者に比べて劣 るため,修 得 には少 々努力を要す る。 この

他 には,仏 教ス ゴー ・カ レン文字,レ ーケー教 ボー ・カ レン文字な どい くつか のもの

があるが,普 及 の程度は ご く小規模 である。

キ リス ト教 ス ゴー ・カ レン文字は,西 は イラ ワジ ・デル タか ら東はタイにいた るか

な り広い地域 のキ リス ト教徒ス ゴー ・カ レンに よって使用 されてお り,仏 教徒 の中に

もこの文字の読 み書 きがで きる者がいる。一方,キ リス ト教 ボー ・カレン文字は,元

来 は東部方言に基づ いて考案 された ものの,仏 教徒 が圧倒的に多い この地域では受け

入れ られず,か えって,そ の後キ リス ト教入信者の比較的多か ったデルタ地帯 で普及

す る ことにな った。ただ し,元 々が東部方言の発音 に基づいてい るため,西 部方言を

書 き表すにはかな りの無理があ る。 そ して,仏 教ボー ・カ レン文字は,主 にカレン 州

の僧院で使われているもので,こ の文字を使 って多 くの貝葉が書かれてきた。普及の

程度は従来あま り高 くはなか ったが,普 及運動の高ま りとともに,現 在では この文字

を使 って読み書きできる人がかな り増 えてい る。

0.2.本 稿 で扱 う方 言 と本 稿 の 目的

筆者は1992年10月 か ら1995年3月 まで ビルマ(ミ ャソマー)の 首都 ラングーソに留

学 し,そ の間,い くつかのカレン 系言語を調査 ・学習す る機会 を得た。本稿 の主 たる

目的 は,こ れ らの カ レン系 言語 の うち,ボ ー ・カ レン語(英 語PwoKaren,Pho

Karen,ビ ル マ語/pou:kayin_/)に 属 す る3つ の方言 の音韻体系 を提示す ることであ
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る。

ボー ・カ レン語が東部方言 と西部方言の2つ に大 き く分かれ ることは上で述べ た通

りであ るが,本 稿で扱 うボー ・カレン 語の方言は,西 部方言 の うちイラ ワジ ・デルタ

の小都市チ ョウソビョー(ビ ル マ語/coup_byo_/)の 方 言 と,東 部方言の うちカ レ

ソ州の州都パア ソ(ビ ルマ語/phaan _/)の 方 言,お よびテナセ リム管区の中都市 タ

ボイ(ビ ルマ語/dawe_/,英 語 名Tavoy)の 方 言 である。3方 言 とも,こ の地域 の他

の諸言語 と同様 に単音節言語的 な特徴を持 ってお り,音 節内部 の記述が,音 韻体系 を

記述す る際の中心 となる。

ボー ・カ レン語の音韻体系 についての先行研究 としては,Jones【1961】 と,Cooke

eta1.【1976]が あ る。

Jonesの ものはバ セイ ソ(ビ ルマ語/batxein_/,英 語 名Bassein)の 方 言 と,モ ール

メイ ソ(ビ ルマ語/mo」amyain_/,英 語 名Moulmein)の 方 言に関す る簡単 な記述

である。30nesの 研 究 は通時論に主眼を置いた ものであ り,音 韻分析 も,比 較研 究に

便利 なよ うにな され ていて,必 ず しも共時態をあ りのままに反 映 した ものではな くな

っている。 このため,チ ョウソビ ョー方言 とバセイ ソ方言 には さしたる違 いがないに

もかかわ らず,Jonesの ・ミセイ ン方言 の記述 と本稿 のチ ョウソビ ョー方言 の記述を見

比べ ると,あ たか も非常 に異な る方言 であるかの よ うな印象を受け るか もしれない。

本稿 のパア ソ方言の記述 と,Jonesの モ ール メイ ソ方言 の記述の違 いに関 して も,同

じことが いえる。

Cookeetal.は タイ側 のHotDistrictの 方 言の記述である。 この方言 は,東 部 ・西

部 と大 き く2つ に分けた うちの東部方言 に属す る。 この記述を見 る限 り,Hotの 方 言

は,本 稿 のパア ン方言やタボイ方言 と大局的には類似 しているといって よいだ ろ う。

しか しながら,相 違点が相 当多 いのも事実 である。

チ ョウンビョー方言 とパア ソ方言 の調査 は1993年 か ら1995年 ま で長期的に行 うこと

がで きた。調査地は,前 者 がヤ ンゴ ソお よびチ ョウソビョー,後 者が ヤソゴンお よび

パア ンである。 タボイ方言の調査は,イ ンフォーマ ソ トがヤ ソゴン滞在中にのみ行 っ

たため,散 発的 にな らざるを得 なか った。 なお,3方 言 とも,調 査にあた っては ビル

マ語を媒 介言語 として使用 した。
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1.チ ョ ウ ソ ビ ョー 方 言

　 チ ョウソビ ョー方言は西部 方言 に属す る方言のひ とつ である。近郊の大都市パセイ

ソ(Bassein,　 Bathein)の 方 言 とは,音 韻の レベルにお いて も,文 法 の レベルにおい

ても,大 き くは違わ ない。調査のイ ンフ ォーマ ソ トは,主 に,Dahlia　 Winさ ん(30

代 ・女性)に お願い した。

1.1.音 節 構 造

　 チ ョウンビョー方言 の音節構造 は,一 般的にC1(C2)V1(V2)(C3)/Tと 表 す こと

ができる。Cは 子音,　Vは 母音であ る。斜線 の後 ろのTは,音 節 全体 にかぶ さる声

調を表す。子音の うち,C1を 頭子音,　C2を 介 子音,　C3を 末 子音 と呼ぶ。末子音 と

して現れ るのは,声 門閉鎖音/?/と,母 音を鼻音化す る要素 と しての/n/の み である。

また,V1か らC3ま で の部分 を,特 に,韻 母 と呼ぶ ことにする。()内 は任意の要

素 である。

1.2.子 音

　子音音素には,下 に示す27個 がある。なお,/ph,　 th,　kh,　sh/は ク ラスターではな く,

単 一 の子音であ る(パ ア ン方言,タ ボイ方言 でも同様)。

閉鎖音　p　 θ　 t　 c　 k　 ?　　　　 摩擦音　s　 g　 x

　 　 ph　　　　　th　　　　　kh　　　　　　　　　　　　　　　　sh

　 　 　 6　 　 d　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 z　 　 g

　 　 b　 δ

鼻音　m　 n∫1勾 　　　半母音　w　 j　　 流音　lr

次に,上 記子音音素の音声学的説 明を加え,語 例を添え る。

/p/無 声 無気両唇閉鎖音 【p】。

　　　/psna/水 牛,/p畷/人,/9einpa/板

/θ/無 声無気歯間閉鎖音国 。 ビルマ語 の/θ/よ りも開放 がゆるやかで,破 擦音ate】 に
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　　な ることも多い2)。

　　　/θi/死 ぬ,/θ6?/友 人,/8e/で き る(能 力)

/t/無 声 無気歯茎閉鎖音 【t1。

　　　/twin/作 る,/t㌶/建 物 ・ぶつか る,/t営wan/村

/c/音 声 学的 には,無 声無気 の歯茎硬 口蓋破擦音 【t¢】であ る。

　　　/ca/～ 回,/cx/怠 惰 な,/C6U?/引 っ張る

　　 この音素は,指 大 辞/C1/(お そ ら くビルマ語/ci:/の 借 用語)の 場合 に限 って

　　【dpi]と 発 音 され る ことが あるが,借 用語 である可能性が高い こ とと,/cf/そ の

　　 ものが極め て口語的な言 い方 であ ることか ら,こ の音に対 して独立 の音素を設 定

　　す ることは しない。

　　 (例)

　 　　/pha2　 do　ci/【pha2　dd　tai～pha2　 db　dpi]た い へん大 きい

　　　　　 (/pha2/=カ レ ン語固有の指大辞,/do/大 きい)

/k/無 声 無気軟 口蓋閉鎖音 【k】。

　　　/kain/曲 が った,/ka/難 しい,/k6?/呼 ぶ

　　次の3語 に限 って,/k/が 有 声閉鎖音 【g】で発音 され ることがある。

　　　/mank直nさin/【mankanein～manganさin】 去 年

　　　/mankunein/【manknnらin～mang丘n6in】 一 昨年

　　　/kanka/【kanka～kanga]討 議 す る

　　ただ し,こ のよ うな発音 はぞんざいな発音 とみなされてお り,あ らた まった場 で

　　の発話や,丁 寧な発話 には現れ ない。 よって本稿 では,こ の19】 に 対 して独立の

　　音素 を設定す ることは しない。

/?/声 門 閉鎖音[?]。

　 　　/me?ain/も ち 米,/?din/狭 い,/?a/多 い

/ph/無 声 有気両唇閉鎖音 【ph】。

　　　/phi/読 む,/ph6?/欠 け る,/pna/子 供

/th/無 声 有気歯茎閉鎖音[th]。

　 　　/thi/水,/the2/切 れ る,/thau/収 容 で きる

/kh/無 声 有気軟 口蓋閉鎖音[kh】 。

　　　/kha/折 れ る,/khan/足,/khei?/暗 い

2)　 この音を正確に表すIPAが ないため,ビ ルマ語の/θ/の 発音を表すのによく用いられる

　【t】を使 ってお く。同様に/8/に ついても 【d]を使 う。
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/6/両 唇 入破音(implosive)【61。 有 声両唇閉鎖音 【b】と対立す る。この よ うな対立 は,

　 　 パア ソ方言や タボイ方言 には見 られない3)。

　　　 /6a/信 仰 す る,/騰/石 灰,/6a/正 しい

/d/歯 茎 入破音[d】 。/6/の 場 合 と違 って,対 立す るegressiveな 閉 鎖音は存在 しない。

　　対立はない とはいっても,常 に入破音 【d)で 発音 され,egressiveな 【d]に な るこ

　　 とは決 してない。

　　　 /da/見 え る,/dein/胡 麻,/do?/(水 を)た め る

/b/有 声 両唇閉鎖音 【b】。 この音素を有する語 は少ないが,次 の6つ の形式 に現れる。

　　　 /be/～ よ,～ だ よ(文 末助詞の一)

　 　　 /b蛎6/こ の ように

　　　 /聴n5/そ の ように

　　　 /baθi/私 達(1人 称 複数代名 詞独立形)

　 　　 /b8/～ の 中(</2irphx/中)

　 　　 /ba/私 達(1人 称 複数代名詞後置形)

　 　 この うち下の2つ は,次 に掲げ るよ うに,丁 寧な発話においてそれぞれ 【phx)お

　 　 よびlpa1と 発 音 され ることがある。 しか し,普 通 の発話では 【b1と発音 され るこ

　　 とがほ とんどであ る。

[jein　bx]家 の 中(/jein/=家)

　 　丁寧 な発音:[join　 phi}

【mashirn　ba]私 達 を手伝 って くれ(/mashxn/=手 伝 う)

　 　丁寧 な発音:lm直s樋n　 pa】

一 方
,/bx/と/ba/以 外 の4つ は,常 にegressiveな 【b】で発音 され る。

次に,/b/と/6/が 意 味の区別 に関与 してい る例を挙 げてお く。

　　　 A.(1)/?xj　 5　bx/こ の 中(/2xj　 5/=こ れ)

　　　　　 (2)/2xj56f/こ れ は薄 い(/6f/=薄 い)

　　　 B.(1)/舳ba/私 達 にぶつか った(/らa/=ぶ つ かる)

　　　　　 (2)/6a6a/拝 ま なけれ ぽな らない(/6a/=～ しなければな らない,

　　　　　　　 /6a/=拝 む)

3)不 思議なことに,入 破音を持たないビルマ語との接触が多い西部諸方言には入破音がよく

　保たれてお り,入 破音を持つモン語 との接触が多いはずの東部諸方言では入破音が弱くなっ

　ていることが多い。
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/6/有 声 歯 間閉鎖音[dl。 この音が現れ る例は きわめ て少な く,次 の2例 しか見 つか

　　 っていない。

　　　/8e/【 文 末助詞の一1(～ す る)ね

　　　/6ei?/[助 詞 の一】まだ～である(/dei2/の ぞ ん ざいな言い方)

/s/無 声 無気歯茎摩擦音[sJ。

　 　　/su/手,/sain/走 る,/se/銀

/sh/無 声 有気歯茎摩擦音[sh]。 な お,ビ ルマ語の/s/:/sh/の 対 立は一部 の地方で消

　　滅 しているが,ボ ー ・カレン 語 チ ョウ ンビ ョー方言では,こ の対立 は明確に保持

　　 されている。

　　　/sh6?/運 ぶ,/sh》 臼,/shx/雨 が 降 る

/z/有 声 歯茎摩擦音 【z]。借用語な どにまれ に現れ る。

　　　 /ze/市 場

　　　/j営一Zx/私 の物(/]x-/=1人 称 単数代名詞前置形,/zx/=物 。 形態素/shs/の

　 　　異形 態。形態素/shx/は,代 名詞前置形の後 ろで しば しぼ/zx/と な る。)

/g/無 声 歯茎硬 口蓋音lg】。

　　　 /ga/少 な い,/¢/星,/m6inφ/義 父 ・義母

/x/無 声 軟 口蓋摩擦音 国 。

　　　 /xe2/刀,/?anxw6/買 う,/x～ 通n/乾 く

/1'/有 声 軟 口蓋摩擦音[X]。

　 　　 /ya2pha?/歩 く,/nsnagx/聞 こえ る,/ye/良 い

　　一部 の付属形式 の初頭 に現れ るとき,弱 化 して 口蓋垂摩擦音 国 になることがあ

　　 る。例 えば,

/?ラj6　Ya/【?営j5∬ 司 これ で す か(/2xj5/=こ れ,/Ya/=疑 問 の終 助 詞)

/waisau　 yf/(waisau　 rsf]兄 よ(/waisau/=兄,/Y/=呼 び か け の 助 詞)

　　チ ョウソビ ョー方言の場合,丁 寧 で注意深い発音ではこれ らの例 も常 にMと 発

　　音 され る。パア ソ方言や タボイ方言 では,こ の よ うな 国 が[X]と 発音 される こ

　　 とは決 してない。

/m/有 声 両唇鼻音 【m]。

　　 　/ma/妻,/ma/す る ・作 る,/me/火

/n/有 声 歯茎鼻音ln】 。

　　 　/nein/年,/n直i/信 じる,/ni/2(数 詞)
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/n/有 声硬口蓋鼻音 回。出現はまれである。

　　　/p6?θa/ヤ エヤマアオキの実

/η/有声軟口蓋鼻音 回。

　　　/η鋤5/狂 人,/m両a/良 い(/ye/の 口語的表現)

/w/有 声 両唇半母音 【w】。

　　　/.,.wai/兄 ・姉,/wa/竹,/?xwe/3人 称 単数代名詞

/j/有 声 硬 口蓋半母音 田。前舌母音の前 では摩擦 音的そ う音が強 くな る傾 向があ る。

　　　/jein/家,/ja/魚,/jag/破 れ る,/jau/易 しい

/1/有 声歯茎側音(側 面音)田 。

　　　/lei?/文 字,/1直/月,/1an/場 所

/r/有 声 歯茎無摩擦継続音 国。舌端が歯茎 の後部に向か って持ち上が り,少 しそ り舌

　　気味 に発音 され る。東部諸方言 と異なって,せ ん動音[r】 にな ることはない。

　　　/nari/時 間,/gran/ド ア,/s嫡ra/先 生

1.3.子 音 結 合

　 C2の 位置に現れる ことがで きる子音(介 子音)は/w,1,　 r,　j/の4つ である。子音

音素の うち17個 が,Cl(頭 子 音)と して これ らの介子音を従え るこ とが できる。　C1

とC2と の可能 な組み合わせを表 に して示す。

C2＼C1 p　 6　 t k 2　 ph　 th　kh　 G　 d　 s　 sh　 x　 m　 n　 j　 1

W 00000 00000000000

1 0 0 0 00　 　　　　　　0

F 0 0

J 0 0 0　 　　　　　 0

(例)/pwi/疲 れ た,/plan/無 駄 な,/pr郵 競 う,/pj6?/吐 く,/θwi/血,/2xtwa2/問

題/to?kwe/遊 ぶ,/kla/正 確 な,/kr㌶/～ し な け れ ば な ら な い,/?wi/お い しい,

/phlai/弟 子,/phj　 a/市 場,/thwi/犬,/khwa/男,/khl加/ご ざ,/6wa/白 い,

/610/(味 が)薄 い,/6ja/穏 や か な,/2xdwephx/中 身,/swa/這 う,/shwi/去 勢 す

る,/xwikain/痺 れ る,/mwa/～ で あ る,/m16?/大 砲,/2amein2amj　 o/何 種 類 も,

/nwi/7(数 詞),/jwa/流 れ る,/lwi/鳩
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　 1.4.母 音

　母音音素には次 の10個 があ る。

1　 }　 UIU

e　　 s　　 o

ε 　　 a　　 o

これらの母音音素は単独で韻母になることもあるし,二重母音の形で韻母になった り,

後ろに子音を従えて韻母になることもある。その組み合わせを,(1)開 音節韻母,(2)

末子音/n/を 持つ閉音節韻母,(3)末 子音/?/を 持つ閉音節韻母,の3つ に分類 して

次に示す。

　 (1)開 音節韻母

1　 }　 Ul　 u　　 al　 　 au

e　　 s　　 o

ε 　　 a　　 o

(2)末 子音/n/を 持つ閉音節韻母

xn　 　　　　　　　　　　　　em　 　　xuzn　 　oun

an　 　　　　　　　　　　　　am　 　　　　　　　aun

(3)末 子音/?/を 持つ閉音節韻母

　　　　　　　　　　垂?　　　　　　　　　　　　　 ei?　　　xuz?　 　OU?

e?　 　　 　　 　　　 　　 02

　　　　　　　　　　a2

チ ョウソビョー方言の韻母はこれですべてである。同じ母音音素でも末子音を従える

と音声実現が異なる場合がある。次に,そ れぞれの韻母の音声学的説明をし,語 例を

示す。なお,二 重母音はすべて,前 部要素が強 く後部要素が弱い。

　 (1)開 音 節韻母

/i/基 本母音 の[ilに ほ ぼ同 じ。

　 　　/li/風 ・空気,/shisha/小 便 する,/m/笑 う
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/}/中 舌 非円唇狭母音 国。

　　　 /phi/短 い,/shy/民 族

/ui/完 全 な非 円唇母音ではな く,軽 い唇の突 き出 しを伴 った 回 。

　　　 /phut/跳 ね る,/m血/女,/phut/弟 ・妹

/U/基 本母音 の 【U】にほぼ同 じ。

　　　 /phu/祖 父,/Ju/飛 ぶ,/jo/ね ず み

/e/基 本 母音の[elよ りわずかに狭い 【e-】。

　　　 /me/御 飯,/ne/得 る,/le/行 く

/x/基 本 母音 の 国 にほぼ 同 じ。軽声音節(後 述)に 現れ る唯一 の母音である。

　　　 /lx/場 所 を表 す前置詞,/yaithx/立 つ,/khx/固 い,/da膨/末 っ子

/0/基 本母音 の10】 よ りわずか に狭い[0-】 。

　　　 /m6/母,/j　 6/見 る,/khd/頭

/ε/基 本母音 の[Elに ほぼ 同 じ。

　　　 /k～通nkwa/ず る い,/mwE/～ で ある,/1鵬/グ ラグラす る

/a/中 舌 広母音 の[a]で あ る。

　　　 /ma/ワ ニ,/na/耳,/wa/夫

/O/基 本 母音の 囹 にほぼ 同 じ。

　　　 /t5/ま っす ぐな,/?～mkう/非 難す る,/n5/あ の(指 示代名詞)

/ai/中 舌 広母音 【a】か ら基本母音 の[i]に 移 行す る二重母音Iai】。

　　　 /j創/5(数 詞),/?ai/愛 す る,/d?UI?nai/見 せ る

/au/中 舌 広母音[a]か ら,/u/よ りも少 し広 い 【u】に移 行する二重母音[au]。

　 　　 /lau/語 る,/?au/い る ・ある,/thou/高 い ・長い

　 (2)末 子音/n/を 持つ閉音節韻母

　末子音の/n/は,音 声学的には前の母音を鼻音化する要素である。鼻音化は母音

の最初の部分から生 じるのではなく,母 音の最後尾で生 じる。従って,二 重母音の場

合,鼻 音化するのは後部要素のみである。

　なお,鼻 音化が末尾で起こることを示すため,鼻 音化記号 「1は母音の上ではなく

後ろに置 く。

/sn/開 音 節韻母の/x/よ り若干低い 【Yデ】であ る。

　　　 /phねea?/道
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/an/鼻 音化 した中舌広母音 【a"]。

　 　　 /Zan/食 べ る,/lan/落 ち る,/than/上 る

/ein/基 本 母音 の[e】 か ら基本母音 の[i】 に移行す る二重母音[ei】 。

　　　 /mein/名,/shさin/清 らかな,/nein/年,/?anlein/借 りる

/xuzn/【Y】 か ら【UI】に移行す る二重母音 【x[u"】。 唇の突 き出 しを若干伴 う。極めて出現

　　頻度が低 く,下 の1例 しか見付かっていない。

　　　 /matirum/脅 す

/oun/基 本 母音のIolか ら基本母音の[u]に 移 行す る二重母音loビ 】。

　　　 /phoun/穴 が あ く,/doun/町,/6bun/送 る

/ain/中 舌 広母音の 【a】か ら基本母音の 【i]に移行す る二重母音fain"1。

　 　　 /jain/遠 い,/thain/帰 る,/khain/後 ろ

ノaun/中 舌広 母音の 【a】か ら,単 独の/u/よ りも少 し広 い[u】 に移行す る二重母音

　　 [au]o

　 　 　 /khaun/外,/shaun/強 い,/thaun/橋

　 (3)末 子音/?/を 持つ閉音節韻母

　 このタイプの韻母と声調の間には共起制限があり,下 降調/^/の みがこのタイプの

韻母 と共起できる。なお,現 在,末 子音/?/は 発音されなくなる傾向にあるようであ

り,人 によっては/^/と/^?/の 区別を持っていないようである。ただし,末 子音

/・?/が発音されない場合でも,/e/と/o/に ついては,「開音節韻母の場合よりも末

子音/?/を 持つ場合のほうが「コの開きが広い」 とい う特徴が保持されていることが多

く,こ れが将来,母 音音素の対立として残される可能性 もあると思われる。

/垂?/母 音 部分は開音節韻母 の/}/と ほ とん ど同 じであ る。[}?1。

　 　　 /kr窒～/～ しなければな らない,/叡/ぶ つか る;建 物

/e2/母 音 部分は,開 音節韻母 の/e/よ りも少 し広めに発音 され る。[eT?]。

　 　　 /me?/顔,/she?/指 す,/lanthe?/落 ち る

/0?/母 音部分 は,開 音節韻母の/0ノ よ りも少 し広 めに発音 され る。[oT?】。

　　　 /thδ?/豚,/kδ?/呼 ぶ,/Oim6?/た ば こ

/a?/母 音 部分は,開 音節韻母 の/a/と ほ とん ど同 じであ る。【a?1。

　 　　 /tha?/針 ・鉄,/sha?/縫 う,/ja?/破 れ る

/ei?/母 音 の調音位置は/ein/と ほ とん ど同 じ,[ei?]。
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　　 　/shei?/田,/6ei?/ふ さがる,/jei?/久 しい

んUI?/国 か ら 回 に移行す る二重母音だが,/xum/と 同 様,唇 のわずか な突 き出 し

　　 を伴 う。

　　 　/醜UI?/戦 う,/mxtu?/快 適 な,/n§UI?ノ 入 る

/OU?/母 音 の調音位置は/oun/と ほ とん ど同 じ,{ou?】 。

　　 　/dou?/部 屋,/1δu?/尽 き る,/thou?/こ す る

1.5.声 調

1.5.1.声 調素

チ ョウンビョー方言の声調素には,次 に掲げ る3つ がある。

/'/高 平 調(た かだいらち ょう)

/ソ 低平調(ひ くだいらち ょう)

/^/下 降 調(か こ うち ょう)

この うち下降調は,末子音/?/が ある場合とない場合 とで音声実現がわずかに異なる。

高平調と低平調は末子音/?/と は共起 しない。以下に3つ の声調素の音声学的説明を

行 う。

/7【 「55]高 く平 らに発音 される。Jones【1961】 のBassein　 Phoの/'/に 対 応す る。

　　 Jones【1961:691の 図 では上昇を伴 うかの よ うに描 いてあるが,西 部 方言一般に,

　 　 この声調は上昇 を伴わないのが普通であ る。

　　　 /Ya/～ 人(助 数詞),/m直/す る ・作 る,/na/夜

/ソ 【Lll】 低 く平 らに発音 される。

　　　 /kha/苦 い,/ma/妻,/shy/痛 い

/^/①[1＼51】(開 音節お よび末子音/-n/を 持 つ閉音節 の場合)高 い位置か ら低 い位

　　置 に急激に下 降する。喉頭の緊張 を伴 うことがある。

　　　 /kha/折 れ る,/m6/母,/pha/父,/me/し っぽ,/jδ/見 る

　　②1卜53】(末 子音/?/を 持 つ閉音節 の場合)高 い位置か ら急激に下降す るが,下

　　降は声門閉鎖音 に よって中ほ どの高 さで止め られ る。

　　　 /tha?/針,/met/顔,/sho?/運 ぶ,/jot/持 ち上げ る
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　 1.4で,末 子音/7/が 発 音 されな くなる傾 向にある とい うことを述べたが,こ れ に

伴 って,下 降調/^/の2つ の声調型 【51】と 【53】も,【51】 に収束す る傾向がある。

　 Jones【1961:69】 もBassein方 言 につ いて同様の ことを指摘 している。　Jonesは,本

稿 の/^/と/^?/に 対 応す るもの としてそれぞれ/'?/と/'?/を 設 定 してお り,こ の

2つ の声調型 について,識 字者 のみが無理に(artificial)区 別 す る ものの 口語 では区

別 され ない,と 述べているが,チ ョウソビョー方言 の場合,こ の区別 の有無 と識字者

であるか否かには直接的な関係は認 め られなか った。

　 なお,イ ソ トネ ーシ ョソがかぶ さる ことに よって,声 調 の ピッチが変化す ることが

あ る。例 えば,疑 問の文末助詞/Ya/は,低 く平 らに発音 されずに,上 昇 してのち下

降す る 【1311の よ うな ピッチで発音 され ることがある。

　 1.5.2.声 調 素 の交替

　チ ョウンビョー方言 では,一 部 の語彙 に声調素の交替 が観察 され る。 この現象は特

に数詞 に顕著に見 られる。 チ ョウソビ ョー方言の数詞は次の通 りである。

　　　/lx/1,/ni/2,/Ax/3,/li/4,/j　 ai/5

　 　 　/xu/6,/nwi/7,/xo2/8,/khwi/9,/shi/10

単 独 で発音 され た ときに低平調/'/の 数 詞 は,助 数詞や10,100な どの数詞が後ろに

あ る場合,高 平調/'/で 発 音 され る。(/lx/は 除 く)

　 　　/ni　nein/2年,/6x　 nein/3年,/xti　 nein/6年

　 　　/nwi　nein/7年,/khwi　 nein/9年,/shi　 nein/10年

　 　　/ni頭/2人,/Ax　 6a?/3チ ャ ッ ト(通 貨)

　 　　/ni　shi　li　nein/24年

　 　　　　注:/lx/1の 場 合 は,助 数詞を従 えると,別 の形式/kx-/と 交 替す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ex.)　/ks-nein/

同 じよ うな現象は,下 に挙 げる ようない くつか の語彙に観察 され る。 しか し,数 詞 の

場合 と違 って/'/→/'/の 交 替は必須 ではない。

　　　 /mikh8in～mikhさin/う と うとす る

　　　 /nセmセ～nxmx/香 る

　　　 /2xphankho～?xphankhd/上

1.6.軽 声 音節

音節の中には,声 調を持たず,強 勢もないものがある。これを軽声音節と呼ぶ。軽

563



国立民族学博物館研究報告　　20巻3号

声音節に現れ る母音は/s/の み である。 チ ョウソビョー方言の場合,軽 声音節の ピッ

チは,多 少環境 によって左右 され るものの,中 くらいの高 さで発音 される ことが多 い。

表記 は/cx/と す る。軽声音節は,決 して発話末(utterance　 final)に 現 れ ることがな

い。 なお,一 部 の非 自立語には,軽 声音節で終わる ものがあ るが,そ の場合は後ろに

別 の語を従え なけれ ば発話で きない ことを明示す るた め,ハ イ フソを付 けて/Cx-/

と表 記す ることにす る。

　　　 /pslou2/シ ャ ツ,/kxshei?/少 し,/thxj　a?/推 定 す る

　　　 /nx-lei??ou2/(2人 称 代名詞前置形一本)あ なたの本

　　　 /shx-khlain/(名 詞 形成接頭辞一 話す)言 葉

1.7.分 布 の制限

　頭子音 と声調の間に共起制限があ る。頭子音/p,t,　 c,　k,?,6,(f,　 s/(お そ らく歴史的

な無声閉鎖音 の系列)で 始 まる音節は,下 降調/^/と 共 起 しない。ただ し,音 節末に

末子音 として/一?/を 従 えた場合を除 く。

2.パ ア ソ 方 言

　パ アン方言 は東部方言に属す る方言のひ とつ であ り,カレン 州の州都 パア ソで話 さ

れ ている。周辺 の コーカレイ(ビ ル マ語/ko.karei'/),フ ライ ンボエ ー(同/hlain:

bwe:/),モ ール メイ ン(同/mo_lamyain_/)な どの方言 とは大 きな違 いはないが,

細 部には様 々な差異 も認 め られ る。 スゴー ・噛カレン語,ボ ー ・カレン 語一般 にモ ソ語

(Mon)か らの借用語 が少な くないのだが,パ ア ン方言はモ ン語 との接触が多いため

か,際 立 ってモ ソ語か らの借用語が多い。現在,カレン 州に住む仏教徒のボ ー ・カ レ

ンによって広 く使用 されている仏教 ボー ・カ レン文字は,パ アン方言の音韻体系 を強

く反映 している。

　調査のイ ンフォーマン トは主 に,Saw　 Hla　Chitさ ん(40代 ・男性)に お願 い した。

2,1.音 節構造

　パア ン方言の音節構造は,一 般 的にC1(C2)V1(V2)(C3)/Tと 表 す ことがで きる。

末子音C3と して現れることがで きるのは,チ ョウンビョー方言 と違 って,/n/の み

である。
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2.2.子 音

子音音素には,下V'示 す24個 が ある。

閉鎖音　p　 e　 t　 c　 k　 ?　　　　 摩擦音　g　 x　 　　 h

　　　　ph　　　　　th　　ch　　kh

　　　　b　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 y　 s

鼻音　m　 nn　 　　半母音　w　 j流 音　Ir

次に,上 記子音音素の音声学的説明を行 う。

/p/無 声 無気両唇閉鎖音[pl。

　 　　 /pxna/水 牛,/p5/読 む(cf.Mon/poh/),/pau/開 け る

/θ/無 声無気歯間閉鎖音 国。 チ ョウンビ ョー方言 と同 じく,ビ ルマ語 の/θ/よ りも

　　開放がゆるやかで,破 擦音 【teeにな ることも多い。

　　　 /θ↑/死 ぬ,/9b/友 人,/θf/で きる(能 力)

/t/無 声 無気歯茎 閉鎖音lt】。

　　　 /twin/作 る,/tau/建 物,/txwan/村

/c/音 声 学 的には,無 声無気 の歯茎硬 口蓋破擦音 【t¢1であ る。時に,自 由変異 として

　　無声無気の歯茎摩擦音[s]に な ることがある。[slに な るのは,書 かれた ものを読

　　む ときや演説 など,か しこまった場面 であ ることが多 い。通常 の会話 では普通

　　 ltg】と発音 され る4)。

　　　 /rCiU/手,/cain/歩 く,/Cl/銀

/k/無 声 無気軟 口蓋閉鎖音 【k】。

　　　 /kin/曲 が った,/ka/難 しい,/ka/呼 ぶ

/?/声 門 閉鎖音 【?】。

　　　 /mi?ain/も ち 米,/2ein/狭 い,/2a/多 い

/ph/無 声 有気両唇閉鎖音[Ph]。

　 　　 /ph6/欠 け る,/phu/子 供,/pha/父,/phja/僧 院 ・学校(Cf.Mon/phFa/)

4)　 同 じ東部方言でも,モ ールメイン付近のボー ・カレン語では/c/が 【s】で発音されること

　が多い。
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/th/無 声 有気歯茎閉鎖音Ith】。

　　　 /thi/水,/the/切 れ る,/the/収 容 できる

/ch/音 声 学 的には,無 声有気 の歯茎硬 口蓋破擦音 【t¢h]であ る。/c/と 同様に,自 由

　　変異 として,無 声有気 の歯茎摩擦音 【sh】になるこ とがある。【sh】になるのは,や

　　 は り,か しこまつた場面 での発話においてである。

　　　 /ch6/運 ぶ,/chirwn/臼,/chin/雨 が 降 る

/kh/無 声 有気軟 口蓋閉鎖音[kh]。

　 　　 /kha/折 れ る,/khan/足,/khai/暗 い

/b/両 唇 入破音(implosive)【6]。 入 破音 の喉頭化 はチ ョウソビ ョー方言 よ りも弱 く,

　 　 ときとしてegressiveな 【b]にな ることがある。チ ョウンビョー方言の よ うな/6/:

　 　 /b/の 対 立 はない。

　　　 /ba/信 仰 する,/bxn/石 灰,/ba/正 しい

/d/歯 茎 入破音 【d】。丁寧 な発 音 では入破 音 【d】に な るのだ が,通 常 の会話 で は

　　 egressiveな 【d】で発音 され ることが多 い。　egressiveな 発 音になる頻度は/b/よ り

　　 も高い。

　　　 /da/見 え る,/dein/胡 麻,/dδ/(水 を)た め る

/g/無 声 歯茎硬 口蓋音 囹。人に よっては 【s】に近 く発音す ることもあ る。 しか しその

　　 よ うな人で も,/c,ch/を 【s,　sh】 と発音す るような場面では明確 に 【g】と発音す る。

　　　 /¢/少 ない,/副 星,/m6inga/義 父 ・義母

/x/無 声 軟 口蓋摩擦音 【x】。

　　　 /x6/刀,/?anxwe/買 う,/x甜n/乾 く

/Y/有 声 軟 口蓋摩擦音[vl。

　 　　 /vein/家,/nayxn/聞 こxる,/W良 い

/K/有 声 口蓋垂摩擦音 国 。 チ ョウンビ3　 方言 では,図 を/Y/の 弱 化 した異音であ

　　 る と考 えたが,そ れは,1司 を[X]と 発 音 して も良いか らであ った。パ アソ方言

　　 では,国 がIY]と 発 音 され る ことはないので,独 立の音素 として設定す る5)。

　　　 /Ka/～ か(疑 問の終助詞),/画/～ よ(呼 びかけの終助詞)

/h/無 声 声門摩擦 音 【h]。この音はチ ョウンビョー方言やタボイ方言にはない。

　　　 /hxphlbun/人,/hw6phヤn/高 床 式家屋の床下,/haidai/便 所

5)Purser[1922:174】 に は,こ の音 を 表 す 文 字 の発 音 をVoiced　 Hと 説 明 して あ るが,本 稿 で

　 扱 う3方 言 に は 有声 の 【h1は 存 在 しな い。 た だ し,ス ゴー ・カ レン語 に は有 声 の 【h】が 存 在

　 す る。 ス ゴ ー カ レン語 につ いて は 加 藤 【1993】を 参 照 。

566



加藤　　t-・ カレン語諸方言 の音韻体系

/m/有 声 両唇鼻音[m】 。

　　　/ma/妻,/ma/す る ・作る,/mi/火

/n/有 声 歯茎鼻音ln】。

　　　/nein/年,/ne/信 じる,/m/2(数 詞)

/Jl/有 声 硬 口蓋鼻音 回 。

　　　/jath珈a/祈 る(cf.Mon/rea,tanea/),/k珈a/(僧 侶 が)来 る,/p恥an/あ ぜ 道

/w/有 声 両唇半母音 【w]。

　　　/WE/兄 ・姉,/wa/竹,/2xwe/3人 称 単数代名詞

/j/有 声 硬 口蓋半母音 田。前舌母音の前 では摩擦 音的そ う音が強 くなる傾 向があ る。

　　　/Ja/魚;破 れ る,/j3/易 しい,/]E/5(数 詞)

/1/有 声 歯茎側 音(側 面音)田 。

　　　 /lai/文 字,/la/月,/lan/場 所

/r/有 声 歯茎 せん動音[r】。ただ し,通 常の会話 では弾 き音や 田 で発音す る人 も多 い

　　 よ うである。

　　　 /paitxran/ド ア,/th営rai/費 用,/thxre/野 鹿

2.3.子 音結 合

　C2の 位置 に現れ ることがで きる子音(介 子音)は,チ ョウソビ ョー方言 と同様,

/w,1,r,　 j/の4つ であ る。子音音素の うち18個 が,　C1(頭 子 音)と して これ らの介子

音を従 えることがで きる。C1とC2と の可能 な組み合わせを表に して示す。

C2＼C1 p　 8　 t　 c　 k 2　 ph　 th　ch　kh　 b　　d　　x　　h　　m　 　n　　j　　1

W 000000 00000000000

1 0　 　　　　0 0 00　 　　　　0

r 0　 　　　　0

J O 0 O　 　　　　O　 　　 O

(例)/pwai/疲 れ た,/p13/無 駄 な,/pr珈/競 う,/pjo/吐 く,/ewi/血,/?営twa/問

題,/cwa/這 う,/lbkwe/遊 ぶ,/kla/正 確 な,/kr}/～ しな け れ ぽ な ら な い,/2wi/

お い しい,/phle/弟 子,/phja/市 場(cf.Mon/phya/),/thwi/犬,/chwi/去 勢 す る,

/khwa/男,/kh15/ご ざ,/bw6/盛 る,/bla/(味 が)薄 い,/bjan/直 す ・治 す,

/dwa/数 え る,/xwika.in/だ る い,/hw6ph沁/高 床 式 家 屋 の 床 下,/mwE/～ で あ る,
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/k誓m1伽/井 戸,/tirmj　 an/奇 妙 な(Cf.　 Mon/tomeaO/),/nwe/ジ ャ ッ ク フ ル ー ツ,

/jwa/鏡,/IWI/鳩,/kxljan/帰 る(cf.　 Mon/koleaη/)

2.4.母 音

母音音素には次の11個がある。

1　　　　　　3　 　　　 tU

　　　　 t　 　　　 u

e　 　　　　　s　 　　　 o

e　 　　　　　a　 　　　　o

パア ン方言 は末子音 として/?/を と らないので,韻 母には,(1)開 音 節韻母,(2)末

子 音/n/を 持 つ閉音節韻母,の2種 類 しかない。

(1)開 音節韻母

1　　　　　　　 }　　　　　　UI　　　　　 al　　　 au

　　　　　　l　　　　　　U

e　　　　　　　 x　　　　　　o

ε　　　　　　　 a　　　　　　o

(2)末 子音/n/を 持つ閉音節韻母

　　　　　　　　　xn　 　　　　　　　　　　　　ein　　　earn　 　oun

an　 　　　　　　　　　　　　on　 　　　　　　　　　ain

次に,そ れぞれの音声学的説明を行う。なお,チ ョウソピョー方言と同じく,二 重母

音はすべて,前 部要素が強 く後部要素が弱い。

　 (1)開 音 節韻母

/i/入 り渡 りに中舌寄 りの[}]が 現 れて,[}ilと な る。直前に/W/が あ るときには この

　 　入 り渡 りは現れ ない。
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　　　 /1i/風,/chicha/小 便 する,/ni/笑 う,/eWl/血

/}/中 舌非 円唇狭母音 田。

　　　 /ph{/短 い,/chi/民 族,/c聴k{/ず い ぶん

/UI/2個 の異音があ る。両唇音すなわち/p,　ph,　b,　m/の 後 ろでは,基 本母音 の 【UI】に

　　近 く,唇 の突 き出しを伴わない。それ以外 の場合には唇の軽 い突 き出 しを伴 って

　　発音 され る。

　　　 /phiu/跳 ね る;祖 父,/m血/女,/phut/弟 ・妹,/j　Ih/飛 ぶ

　　　 /j血/ね ずみ,/g血mau/平 和 な

/1/基 本 母音 【i】よ りもわずかに低 めの非 円唇母音[ll。/w/の 後 ろには現れない。 な

　　 お,声 調記号 を付けた ときの/i/と の混 同を避け るため/1/と 表 記す る。

　　　 /ni/得 る,/li/行 く,/mi/御 飯,/chi/刺 す,/b`/ヤ ギ

/U/基 本 母音[u]よ りもわずかに低 めの円唇母音 【U】。

　　　 /mu/母,/JU/見 る,/khu/頭,/phu/子 供

/e/基 本 母音の[elに ほ ぼ同 じ。

　　　 /me/顔,/xe/刀,/de/～ と(並 列),/nwe/7(数 詞)

/x/基 本母音 の 国 にほぼ 同 じ。軽声音節に現れる唯一 の母音であ る。

　　　 /1彰 場所を表す前置詞,/Jx/1人 称 単数代名詞,/klセ/い つ も

/o/基 本 母音の 【o]に ほぼ同 じ。

　　　 /m6/た ば こ,/tho/豚

　 　語に よっては,/U/と/o/の どち らで発音 して も良い場合があ る。

　　　 /ku～kd/呼 ぶ,/chu～ch6/持 ち 上げる

/ε/基 本母音 の[E]に ほぼ 同 じ。

　　　 /JE/5(数 詞),/?6/愛 す る,/daun6/見 せ る

　　　 /mwe/～ で あ る,/圃5/グ ラ グラす る

/a/中 舌広 母音 のla】 である。

　　　 /ma/ワ ニ,/na/耳,/wa/夫

/O/基 本 母音 の 囹 にほぼ 同 じ。

　　　 /tう/ま っす ぐな,/%nk5/非 難 す る,/n5/あ の(指 示代名詞)

/ai/中 舌 広母音Ea】 か ら基本母音 の 【i】に移行す る二重母音[ai1。

　 　　 /chaff/田,/bai/ふ さが る,/j菰/久 しい

/av/中 舌 広母音[a]か ら[司 に移行す る二重母音 【au]6)。

6)Cook　 et　al.【1976】を見ると,　Hot方 言ではこれに対応する韻母 として/au2/と/ai?/の2/
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/dau/戦 う;部 屋,/mau/快 適 な,/nau/入 る

/lau/尽 きる,/than/こ す る

　 (2)末 子 音/n/を 持 つ閉音節韻母

　チ ョウンビ ョー方言 と同 じくヂ末子 音の/n/は 音声学 的には前 の母音 を鼻音化す

る要素 であ る。鼻音化 は母音の最初の部分か ら生 じるのではな く,母 音 の最後尾で生

じる。従 って,二 重母音 の場合Iy¥rは鼻音化す るのは後部要素だけである。 このことも

チ ョウソビョー方言 と同 じであ る。

　 また,二 重母音/ein,　 YUIn,　oun/の3つ は鼻音化が極 めて弱 く,鼻 音化 した部分が

ほ とん ど聞 こえな くなるこ ともあ る。

/xn/調 音 位置は開音節母音の/x/と ほ とんど同 じであ る。 【ゼ1。

　　　/khan/固 い,/phセnθa/道,/nxn/臭 い

/an/音 声 学的には,中 舌広母音[a]か ら基本母音のIA】 に移行 する【aバ】である。 これ

　　を音韻論的には/an/と 解 釈す る。

　　　/?fin/食 べ る,/lan/落 ち る,/than/上 る

/on/開 音節韻母 の/0/よ りもやや 中寄 りの(o']で あ る。

　　　/kh6n/外,/ch6n/強 い,/thon/橋

/ein/基 本 母音の[e]か ら基本母音の 【i】に移行する二重母音 【ei]。鼻 音化は極めて弱

　　い。

　　　/mein/名,/chein/清 らかな,/nein/年,/?anlein/借 りる

/YUm/唇 の軽 い突 き出 しを伴 った 【YUIコで ある。鼻音化は極 めて弱い。

　　　/thirtunli/踊 る,/kh細n/掘 る,/磁uln/建 て る

/oun/基 本 母音 の[o]か ら[Ulに 移 行す る二重母音[ou"1。 鼻 音化は極めて弱い。

　　　 /ph6un/穴 が あ く,/ddun/町,/90un/送 る

　　　 /t6un/ド ン ・イ ェイソ(ボ ー ・カレン の集団舞踊)

　 　 な お,同 じパ ア ン市 内 で も,人 に よっては/xuzn/と/oun/の 区 別 が な く,

　 　 /oun/ひ とつにな っている。 これが地域的差異 であるのか,年 代 的差異 であるの

　　か,あ るいは個人差なのかは分か らない。

/ain/中 舌 広母音{a】 か ら基本母音 の[i】に移行す る二重母音 【ai]。他 の鼻音化二重母

＼ つがある。これはチョウソビョー方言の/ou?/と/xLU2/に 対応する。パアソ方言とタボイ方

　 言にはこれに対応する区別はない。
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音 と違 って,鼻 音化 した部分は明瞭に聞 こえ る。 これ は開音節韻母/ai/と の区

別 をはっき りさせるためか もしれ ない7)。

　 /jain/遠 い,/th～ 通n/帰 る,/khain/後 ろ

2.5.声 調

2.5.1.声 調素

パ アソ方言 の声調素には,次 に掲げ る4つ がある。

/7高 平調(た かだい らち ょう)

/フ 中平調(な かだい らち ょう)

/'/低 平 調(ひ くだい らち ょう)

/^/下 降 調(か こ うち ょう)

以下にそれぞれの音声学的説明を行 う。

/'/【 「551高 く平 らに発音 され る。 この声調 はJones【1961】 のMoulmein　 Phoの

　 　 /'2/に 対 応する。Jonesの 記 述 によれぽ,モ ールメイ ソ方言の/グ?/は,本 稿 の

　　 タボイ方言の/7と 同 じように下降す るよ うであるが(1961:69】,パ ア ソ方言 の

　　 /7は,い か なる場合 も下降せずに平 らに発音 され る。

　　 　/kha/苦 い,/ma/誤 った,/ba/正 しい

/フ 【ト33】 中 ほ どの高さで平 らに発音 され る。単独で発音 した場合 や,ポ ーズの前

　　 などでわずかに上昇す ることがあるが,音 韻論 的には重要ではない。

　　 　/kha/折 れ る,/pha/父,/mu/母

/'/【Lll]低 く平 らに発音 され る。 この声調はJones【1961]のMoulmein　 Phoの

　 　 //(無 表 記)に 対応す る。Jones【1961:69】 の 図にあるモール メイ ソ方言の この

　　 声調 は,中 くらいの高さで発音 され るか のよ うに表示 してある。 しか し,私 の接

　　 した ことのあるボ ー ・カレン 語東部方言 では,こ れに対応す る声調 は低 く平 らに

　　 発音 され るか,低 く下 降を伴 って発音 され る(コ ーカ レイ方言 など)か の どちら

　　 かであ った。

　　 　 /Ya/～ 人(助 数詞)t/the/針,/ma/す る ・作 る,/na/夜

7)面 白い こ とに,こ の/ain/はCook　 et　al.【19761のHot方 言 に お け る/ai/に 対 応 す る。　Hot

　 方 言 で は パ ア ン方 言 とは 逆 に/ain/が 鼻 音化 部 分 を失 う変 化 を 起 こ した のか も しれ な い。
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/^/[f＼51】 高 い位置か ら最 も低 い位置へ急激 に下降す る。他の声調素 と異な り,喉

　　頭の緊張を伴 って発音 され,時 にはcreakyに な る。

　　 　/ma/妻,/cha/痛 い,/j3/易 しい

　チ ョウ ンビ ョー方言 と同様に,イ ソ トネーシ ョソがかぶさることに よって,声 調の

ピ ッチが変化す ることがある。例 えば疑問の文末助詞/sa/は,時 に よって,上 昇 し

た後下降す る 口31】 の ような ピッチで発音 され ることがある。 この現象は,チ ョウン

ビ ョー方言 と非常に よく似 ている。

2.5.2.声 調 素の交替

パ アソ方言 には,次 の よ うな声調素 の交替が観察 され る。

　 (1)チ ョウンビ ョー方言 と同 じよ うに,数 詞 に声 調の交替 が起 こる。 パア ソ方言

の数詞は次の通 りである。

　　　/lxn/1,/ni/2,/8xn/3,/li/4,/j　 e/5

　 　 　/xw/6,/nwe/7,/xo/8,/khwi/9,/chi/10

単独 で発音 された ときに下 降調/^/の 数 詞は,助 数詞や10,100な どの数詞が後 ろに

あ ると,中 平調/フ で発音 され る。(/lxn/は 除 く)

　 　　/niYa/2人}/θ 誓n　Ya/3人,/x面 頭/6人

　 　　/nwe　 Ya/7人,/khwi　 ya/9人

　 　　 /9xn　nein/3年,/ni　 naji/2時

　 　　 /khwi　 chi　xo　bein/98枚

　 　　 　　注1:/lan/は 助 数詞 を従え ると,別 の形式/lx-/と 交 替す る。

　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　 ex.)/1誓 。　Ya/1人

　 　　 　　注2:「10人 」 は/管Ya　 lx-chi/。

　 (2)形 態 手続 に よって同一語 中に下降調/^/が2つ 連続 した とき,前 側の下降調

/^/が 低 平調/'/に 交 替す る ことがあ る。 ただ しこの交替 は必須ではない。

　　　/thithich査cha/確iカ 、セこ　　く　　/th宝cha/石窪力、な

　　　/　 　 ..nxnmxn/香る 　く　 /non/に お う十/min/香 る

(3)疑 問を表す助詞/xa/が 文末に現れたとき,動 詞の声調が中平調/一/に なるこ
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とがあ る。

　　　 /ba　 Ka/　 　 「正 しいか?」</ba/正 しい

　　　正 しい(疑 問)

　 　　 /nx-mxn　 　 　 xa/　 　 「お前 は生 きてい るか?」</man/生 きている

　　　 2sg生 きている(疑 問)

　 　　 /nx-mx-　 　 thain　xa/　 　 「帰るのか?」</thin/帰 る

　　　 2sg　 (叙想)　 帰 る　 (疑問)

　 　　 /n営一thai　khu　 Ka/　 　 「髪 を切 るのか?」</th直i/切 る

　　　 2sg切 る 頭 　 (疑問)

中平調で発音する と丁寧にな った り,念 を押す意味合 いが生 じた りなど,特 殊 な ニュ

アソスを含 ませるこ とがで きる ようである。

　完 了アスペ ク トを表す助詞/jau/や,事 態生起 の接近を表す助詞/15/が 現 れた場

合),Tも,動 詞が中平調 で発音 され るこ とがあ る。

　　　 /yon　 jau/　 「終わ った」 〈/ydn/終 わ る

　　　終わ る(完 了)

　 　　 /than　 jau/　 　 「(雨が)や んだ」</than/(雨 が)や む

　　　やむ　 (完了)

　 　　 /chs-　 　 mx-　 chin　13/　 　 「雨が降るぞ」 〈/chin/(雨 が)降 る

　　　 (形式主語)　 (叙想)降 る(接 近)

　 動詞 の声調が中平調 になることに よって生 じる意味には様 々なものがある ようであ

る。 これを統一的に とらえることがで きるのか ど うかは,現 時点 では分か らない。

　 2.6.軽 声 音 節

　 パ アソ方言 にも声調を持たず強勢 もない音節,軽 声音節 がある。軽声音節 に現れ る

母音は/x/の み であ る。チ ョウソビョー方言 と同様,発 話末に現れ ることは決 してな

い。

　　　 /1セc歪/少 し,/嫡m而L/人 間

　　　 /nv-1崩?au/(2人 称単数代名詞前置形 一本)あ なたの本

　　　 /chx-khlain/(名 詞形成接頭辞 一話す)言 葉

　　　 /chx-?ain1～m/(名 詞 形成接頭辞 一闘 う)ボ クシソグを中心 に据えた ボー ・カ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レソ特有の祭
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2.7.分 布 の制 限

　頭子音 と声調素 の間に分布の制限があ るよ うであ り,子 音/p,t,　 c,　k,?,　d,　b/で 始

まる音節が中平調/フ と共起す る例は,次 のよ うな借用語を除いて見付か っていない。

　　　 /kank6n/運 良 く(cf.ビ ル マ語/kan_kaun:一/「 運 が良い」)

　 　　 /pj　6npj　an/逆 ・反対(cf.ビ ル マ語/byaun:byan_/「 逆 ・反対」)

　 また,こ れ らの子音が下降調/^/と 共 起するのもまれである。 しか し,次 のよ うに

若干 の共起例がある。

　　　 /pt/小 さ い,/be/～ の ように

　　　 /kwa/異 な る(お そ ら くビルマ語/kwa_一/の 借用語)

3.タ ボ イ 方 言

　タボイ方言は,パ アソ方言と同じく,東 部方言に属する方言のひ とつである。パア

ン方言とは音韻体系の上では少なか らず異なっているけれども,西 部方言との違いに

比ぺれば似てお り,基 礎語彙なども大差ないため,さ ほど大 きな困難を伴わずに意思

の疎通ができる。モソ語からの借用語はパアソ方言ほどには多 くない。

　イソフォーマントはDeborahさ ん(30代 ・女性)で ある。

3.1.音 節 構 造

　 タボイ方言の音節構造は,一 般的 にC1(C2)Vl(V2)(C3)/Tと 表 す ことがで きる。

末子音C3と して現れ ることがで きるのは,チ ョウンビョー方言 と同様に,声 門閉鎖

音/?/と 母 音を鼻音化す る要素 としての/n/の2つ である。

3.2.子 音

子音音素には,下 に示す22個 がある。

閉鎖音　p　 θ　 t　 c　 k　 ?　　　　 摩擦音　¢　 x

　　　　ph　　　　　th　　ch　　kh

　　　　b　　　　d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Y　 K

鼻音　m　 n　　 半母音　w　 j　　 流音　1r
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次に,上 記子音音素の音声学的説明を行 う。

/p/無 声無気両唇閉鎖音 【p】。

　　　 /pxna/水 牛,/p6/読 む,/px2bn/白 蟻

/θ/無 声無気歯間閉鎖音 【t】。他の2方 言 と同 じく,ビ ルマ語 の/θ/よ りも開放 がゆ

　　 るやかで,破 擦音 【te1にな る ことも多い。

　　　 /θei/死 ぬ,/θ δ?/友 人,/θi/で き る(能 力)

/t/無 声 無気歯茎閉鎖音 国。

　　　 /twin/作 る,/t}?/建 物,/t軸an/村

/c/音 声 学的 には,無 声無気 の歯茎硬 口蓋破擦音 【tg】である。時Y',自 由変異 として

　　無声無気の歯茎摩擦音 【s1になることがあ る。[s】になるのは,パ ア ン方言 とまっ

　　 た く同様,書 かれた ものを読 む ときや,演 説す るときなど,か しこまった場面に

　　 おいてである。通常の会話ではふつ うltg】 と発音され る。

　　　 /c6u/手,/cain/歩 く,/ci/銀

/k/無 声 無気軟 口蓋閉鎖音 因 。

　　　 /kain/曲 が った,/ka/難 しい,/ko?/呼 ぶ

/?/声 門 閉鎖音 【?】。

　　　 /mi?din/も ち米,/?ain/狭 い,/?a/多 い

/ph/無 声 有気両唇 閉鎖音 【phl。

　 　　 /ph6?/欠 け る,/phu/子 供,/pha/父

/th/無 声 有気歯茎閉鎖音 【th】。

　　　 /thei/水,/the?/切 れ る,/th6/収 容 で きる

/ch/音 声 学的には,無 声有気 の歯茎硬 口蓋破擦音 【tgh】で ある。/c/と 同様 に,自 由

　　 変異 として,無 声有気 の歯茎摩擦音 【sh】になることがある。【sh】になるのは,や

　　 は り,か しこまった場面 での発話において であ る。

　　　 /cho?/運 ぶ,/chin/臼,/chin/雨 が 降る

/kh/無 声 有気軟 口蓋閉鎖音 【kh】。

　　　 /kha/折 れ る,/khan/足,/khai2/暗 い

/b/有 声 両唇 閉鎖音[bl。 タボイ方言の この音素は決 してimplosiveに は な らない。

　　　 /ba/信 仰 す る,/bin/石 灰,/ba/正 しい

/d/有 声 歯茎閉鎖音 【d】。 タボイ方言 のこの音素は決 してimplosiveに は な らない。

　　　 /da/見 え る,/din/胡 麻,/db?/(水 を)た め る
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/g/無 声 歯茎硬 口蓋音lg】。

　　 　/ga/少 な い,/～ ぬ/星,/m乙inga/義 父 ・義母

/x/無 声軟 口蓋摩擦音 【x】。

　　 　/xe?/刀,/?anxwi/買 う,/x創n/乾 く

/Y/有 声軟 口蓋摩擦音[Y]。

　 　 　/yin/家,/naysn/聞 こえ る,/yi/良 い,/Y営ph1δun/人

/F/有 声 口蓋垂摩擦音[司 。

　　 　/∬a/～ か(疑 問の助詞),/圃/～ よ　(呼 びかけの終助詞)

/m/有 声 両唇鼻音 【m】。

　　 　/ma/妻,/ma/す る ・作 る,/mi/火

/n/有 声 歯茎鼻音 回 。

　　 　/nain/年,/ne/信 じる,/,,.nei/2(数 詞)

/w/有 声 両唇半母音 【w】。

　　 　/we/兄 ・姉,/wa/竹,/?xwi/3人 称 単数代名詞

/j/有 声 硬 口蓋半母音U]。 前舌母音の前では摩擦音的そ う音が強 くなる傾向がある。

　　 　/ja/魚,/j6/易 しい,/je/5(数 詞)

/1/有 声 歯茎側面音[ll。

　 　 　/lai2/文 字,/la/月,/lan/場 所

/r/有 声 歯茎せん動音[r]。 チ ョウ ソビ ョー方言の ような無摩擦継続音 になることはな

　　 い。

　　 　/narei/時 間,/chxra/教 師,/鳶nsマn/乱 暴 な

3.3.子 音 結 合

　 C2の 位置に現れ ることがで きる子音(介 子音)は,他 の2方 言 と同様,/w,1,　 r,j/

の4つ である。子音音素 の うち17個 が,C1(頭 子 音)と してこれ らの介子音を従える

ことができる。C1とC2と の可能 な組み合わせを表 に して示す。

C2＼C1 p　 6　 t　 c　 k ?　 ph　 th　chkh　 b　 d　 x　 m　 n　 j　 1

W 000000 0000000000

1 0　 　　　　0 0 00　 　　 0

r O　 　　　　O

J 0 O 0
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(例)/pwai2/疲 れ た,/plo/無 駄 な,/prxn/競 う,/pjo2/吐 く,/Awei/血,

/?営twム?/問 題,/cwt/這 う,/16?kwi/遊 ぶ,/kla/正 確 な,/krW～ し な け れ ば な

ら な い,/?wei/お い し い,/phle/弟 子,/phja/市 場,/thwei/犬,/chwei/去 勢 す る,

/khwa/男,/kh16/ご ざ,/bwe/盛 る,/bla/(味 が)薄 い,/bjan/直 す ・治 す,

/dwa?/数 え る,/xw6ik～ 虹n/だ る い,/mwe/～ で あ る,/mlo2/大 砲r/nwe/ジ ャ ッ

ク フ ル ー ツ,/jwa/鏡,/lwei/鳩

3.4.母 音

母音音素には次の8個 がある。

1　 丑 　 UIU

e　　 s　　 o

　 　 a

タボイ方言は末子音 として/n/お よび/?/を と り得 るので,韻 母には,(1)開 音 節韻

母,(2)末 子 音/n/を 持 つ閉音節韻母,(3)末 子音/?/を 持 つ閉音節韻母,の3種 類

がある。

(1)開 音節韻母

1　　　　　 丑　　　　　　　 UI　　　u　 　　　　　　　e1　　　　　　　　　　　0U

e　 　 　「s　 　　 O・

　 　 　 a

(2)末 子音/n/を 持つ閉音節韻母

　　　　　　　　　vn　 　　　　　　　　　　　　eln　 　　　　　　　oun

an　 　　　　　　　　　　　　　on　 　　　　　　　　　ain

(3)末 子音/?/を 持つ閉音節韻母
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　　　　　　　　　　垂?　　　　　　　　　　　　　　ai?　　　　　　　　au?

e?　　　　　　　　　　 o?

　　　　　　　　　　a?

次に,そ れぞれの音声学的説明を行 う。前の2方 言 と同様に,音 韻論的な二重母音は

すべて,前 部要素が強 く後部要素が弱い。

　 (1)開 音 節韻母

/i/基 本母音 の 【i1にほぼ 同 じ。

　　　 /ni/得 る,/li/行 く,/mi/御 飯

　　 ただ し,/w/の 後 ろでは,基 本母音 【e】よ りやや狭い[e-1に な る。

　　　 /?irwi/3人 称 代名詞,/xwl/い くつ(疑 問詞),/16?kwi/遊 ぶ

/}/中 舌非 円唇狭母音 田。

　　　 /phi/短 い,/chi/民 族,/dabs/末 っ子

/UI/入 り渡 りに弱 く短い 国 を伴 った 【YUI]であ る。唇の軽 い突 き出 しを伴 う。

　　　 /phvz/跳 ね る,/m血/女,/phut/弟 ・妹

/u/基 本 母音のIU】 にほぼ同 じ。

　　　 /mu/母,/ju/見 る,/khu/頭

/e/基 本 母音の[elと 【ε】の中間 くらいの1ε月 であ る。

　　　 /je/5(数 詞),/2e/愛 す る,/dau2ne/見 せ る,/mwe/～ であ る

/x/基 本 母音の 国 にほぼ同 じ。軽声音節 に現れ る唯一の母音 である。

　　　 /1セ/場 所を表 す前置詞,/jir/,1人 称 単数代名詞,/nセ/2人 称 単数代名詞

/o/基 本 母音 の 【o】と 囹 の中間 くらいの 【っ↓1で ある。

　　　 /to/ま っす ぐな,/to/語 る,/?6/あ る ・いる,/th6/高 い

/a/中 舌 広母音の[a】 であ る。

　　　 /ma/ワ ニ,/na/耳,/wa/夫

/ei/基 本 母音の 【e】か ら基本母音の[ilに 移 行す る二重母音 【ei1。

　 　　 /lei/風/cheicha/小 便 す る,/nei/笑 う

/OU/基 本 母音 の 【0】か ら基本母音のIU】 に移行す る二重母音 【OU】。

　　　 /jou/飛 ぶ,/j6u/ね ず み,/phou/祖 父

(2)末 子音/n/を 持つ閉音節韻母
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　前の2方 言 と同じく,末 子音の/n/は 母音を鼻母音化する要素であ り,か つ鼻音

化は母音の最後尾で生 じる。同じ東部方言に属するパアソ方言では,二 重母音の場合

に鼻音化が極めて弱 くなる現象が見られたが,こ の方言では鼻音化は常にはっきりと

聞こxる 。

　鼻音化された母音の うち/xn//on//oun/の3つ は,そ れぞれ2種 の異音を持ち,

共起する声調の違いによって分布が決まっている。

/xn/開 音 節韻母 の/x/と 同 じ調音位置 のIY階]。 ただ し,声 調 が高降調/'/あ るいは

　　低降調/^/の と き,中 舌広母音 【a】よりもわずかに狭 い中舌母音 【司 か ら国 に移

　　行す る二重母音 【郡]と な る。

　　　/phセnθa?/道,/chin/雨 が 降 る,/jセn/(犬 が)吠 える

　　　 /khan/固 い,/nxn/臭 い,/khfn/掘 る,/bxn/勇 気 のある

/an/音 声 学的には,中 舌広母音 【a】から基本母音の 【A]に移行す る 【aべ】である。音

　　韻論的には/an/と 解 釈す る。

　　　 /?直n/食 べ る,/lan/落 ち る,/thin/上 る,/ban/若 い

/on/開 音 節韻母の/o/と 同 じ調音位置の 【oゴ】。ただ し,声 調が高降調/ダ/あ るいは

　　低降調/^/の とき,非 円唇後舌広母音 回 か ら円唇後舌半広母音 回 に移行する

　　二重母音 【αゴ1で あ る。

　　　 /thbn/橋,/badan/似 て い る,/ndn/(肉 な どが)固 い

　　　 /khon/外,/ch6n/強 い,/b6n/太 った

/ein/開 音 節韻母 の/ei/と 同 じ調音位置の[ei"1で あ る。

　　　 /mein/名,/chein/清 らかな,/?anlein/借 りる

/oun/開 音 節韻母 の/ou/と 同 じ調音位置 の 【ou"]。 た だ し,声 調が高降調/7/あ る い

　　 は低降調/^/の と き,/a/よ りもわずかに狭 い中舌母音 回 か ら 【olに移行す る二

　　 重母音 【セoコ である。

　　　 /phoun/穴 が 開 く,/dbun/町,/16un/石

　 　　 /BSun/送 る,/th6un/袋,/loun/う じ虫

/ain/中 舌 広母音[a]か ら基本母音 の[ilに 移 行す る二重母音 【ai]で あ る。

　　　 /樹n/遠 い,/thain/帰 る,/khain/後 ろ,/vain/年

声 調の違いに よる/sn,　 on,　oun/の 異 音の分布を整理 して次に示 してお く。
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/xn/ /on/ /oun/

中平調 ・低平調のとき [ジ】 loゴ1 [oガ 】

高降調 ・低降調のとき 【郡 ～】 【αo] 【20]

　 (3)末 子音/?/を 持つ閉音節韻母

　このタイプの韻母と声調の間には共起制限がある。共起できるのは中平調 と低平調

だけで,高 降調と低降調はこのタイプの韻母 とは共起 しない。

/}2/母 音 部分は開音節韻母の バ/と ほ とん ど同 じであ る。 【珊 。

　　　/tW建 物,/kr}?/～ しなけれぽ な らない

/e?/母 音 部分は開音節韻母 の/e/よ り狭 く,基 本母音の[e]と ほ ぼ同 じである。【e2]。

　 　　 /met/顔,/che?/刺 す,/xe?/刀

/o?/母 音 部分は開音節韻母 の/0/よ り狭 く,基 本母音の(o)と ほ ぼ 同 じである。[0?]。

　 　　 /mo?/た ぽ こ,/thb2/豚,/ko?/呼 ぶ

/a?/母 音 部分は開音節韻母の/a/と ほ とん ど同 じであ る。[a?】。

　　　 /tha?/針 ・鉄,/cha?/縫 う,/jag/破 れ る

/ai?/母 音 部分 は中舌広母音 の 【a】か ら基本母音 のli】 に移 行する二重母音 である。

　　【ai?】。

　　　 /chai2/田,/b瓠?/ふ さが る,/jail/久 しい

/au?/母 音部分 は中舌広母音 のIalか ら基本母音[ulよ り少 し広い 【u1に移行す る二重

　　母音であ る。[au2]。

　 　　 /dau?/闘 う;部 屋,/maul/快 適 な,/nau2/入 る,/lau?/尽 き る,/thau2/こ

　 　　す る

3.5.声 調

タボイ方言の声調素には,次 に示す4つ がある。

/フ 中 平調(な かだい らち ょう)

/'/低 平調(ひ くだい らち ょう)

/'/高 降 調(た かお りち ょう)

/^/低 降 調(ひ くお りち ょう)
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この うち中平調と低平調は,末 子音/?/が ある場合とない場合とで音声実現が少 し異

なる。高降調と低降調は末子音/?/と 共起Lな い。以下にそれぞれの音声学的説明を

行 う。

/フ ①1ト33】(開 音節 および末子音/n/を 持 つ閉音節の場合)中 くらいの高 さで長 く

　　平 らに発音 され る。喉頭 の状態(phonation)は 普 通であ る。

　　　 /kha/折 れ る,/pha/父,/mu/母
　 　 　 　 .-.

　　②[ト33](末 子 音/?/を 持 つ閉音節 の場合)中 くらいの高さで平 らに発音 され る

　　が,持 続時 間は非常に短い。末子音/?/の 影 響 でcreakyに な ることが多い。

　　　 /no3/口,/ja?/破 れ る,/jot/深 い

/'/① 【L11】(開 音節 および末子音/n/を 持 つ閉音節の場合)低 く長 く発音 され る。

　　喉頭の状態 は普通 であ る。

　　　 /Xa/～ 人(助 数詞),/ma/す る ・作 る,/na/夜
　 　 　 　 　

　　②【Ll1】(末 子音/?/を 持 つ閉音節の場合)低 く平 らに発音 され るが,持 続時 間

　　は非常に短 い。末子音/?/の 影 響でcreakyに な ることが多い。

　　　 /kha?/撃 つ,/thy?/針,/jδ?/持 ち上げ る

/'/lr＼553】 高 い ところか らゆるやか に中 くらいの高 さまで下降する。喉頭の緊張 を

　　伴 い,時 にはcreakyに な ることがあ る。歴史 的にはパア ソ方言の高平調 に対応

　　す る。表記 も便宜的に 同 じ記号を用 いるが,パ ア ン方言の高平調 は,喉 頭の緊張

　　 を伴わず平 らに発音 され るとい う点 でタボイ方言 と異な ることに注意 していただ

　　 きたい。

　　　 /kha/苦 い,/ma/誤 った,/b6/正 しい

/^/1卜.51】 高 い ところか ら急激に,最 も低い ところまで下降す る。高降調 と同様,

　 　喉頭 の緊張を伴い,時 にはcreakyに な ることがあ る8)。

　　　 /ma/妻,/cha/痛 い,/j6/易 しい

イ ソ トネーシ ョソがかぶさることに よって声調の ピ ッチが変化す ることがあ り,文 末

助詞の/∬a/が 【131】の ようなピ ッチで発音 され ることは,チ ョウソビ ョー方言やパ

8)3.4.で 述べたように,3つ の鼻音化韻母/xn,　 on,　oun/は,中 平調 ・低平調 と共起する場

　 合と高降調 ・低降調と共起する場合とで,音 声実現のしかたが異なる。この事実から,平 調

　　(中平調と低平調)と 降調(高 降調 と低降調)の 間に異なる音韻論的ステイタスを与える解

　 釈も可能か もしれない。例xぽ,声 調素に高い声調素と低い声調素の2つ を設定 し,こ れに

　 声調を下降調V'す る何らかの音素がかぶさったものが高降調と低降調だとするような分析で

　 ある。
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アン方言と非常に似ている現象である。なお,タ ボイ方言にもチョウンビョー方言や

パアン方言のような声調素の交替現象があるかどうかは不明である
。

3.6.軽 声 音節

　 タボイ方言にも,チ ョウンビ ョー方言やパア ソ方言 と同様 に軽声音節があ り,軽 声

音節に現れ る母音が/x/の み であるこ と,発 話末 には決 して現れ ない ことも同 じであ

る。

　　　 /2xgwei/巣,/pxde/兎,/nx-1ai??au?/(2人 称単数代名詞前置形一本)あ な

　　　たの本,/chx・khlain/(名 詞 形成接頭辞一 話す)言 葉

3.7.分 布 の制 限

　頭子音 と声調 の間にやは り共起制限があ り,子 音音素/p,t,　 c,　k,?,　b,　d/で 始 まる

音節が末子音/2/を 伴 わ ない場合に,中 平調/一/と 共起す る例はみつかっていない。

これが体系上不可能なのか,そ れ とも借用などに よって空 き間が埋め られ る可能性が

あ るのかは不 明であ る。

　 また,こ れ らの子音が低降調/^/お よび末子音/?/を 従 えた中平調/一?/と 共 起す

ることは まれ であ るが,次 に示す よ うな若干 の共起例があ る。

　　　/P1/小 さい,/be/～ の よ うに

　　　/2ai2/(否 定 を表す助詞)(cf.パ ア ン方言/?e/,チ ョウンビ ョー方言/?e2/)

4.音 　韻　対　応

　 ここではチ ョウンビ ョー方言,パ ア ソ方言,タ ボイ方言の頭子音 ・韻母 ・声調の音

韻 対 応 を 規 則 的 な もの の み 示 す 。 そ れ ぞ れ の方 言 をC(/coun_byo_/),Ph

(/phaan_/),　 D(/dawe_/)と 表 す ことにす る。対応表中のハイ フソは同源の語彙が

その方言 にないことを表す。

　 (1)頭 子音

対応表

　　CIPOtk?phthkh6dbbbscshz¢6

　 Ph　 l　p　　O　　t　 k　　?　 ph　 th　kh　 b　　d　　p　 ph　 b　　c　　c　 ch　 　　　¢

　　Dlpetk?phthkhbdpphbccch　 g
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　　　　　　 XYmnP一 功wjlr-Y

　　　　　　 xymn-P-wjlrhx

　　　　　　 xymn-一 一wjlr-s

(例)

C/p/:Ph/p/:D/p/

　　　　C/pxna/Ph/psna/D/pxna/水 牛

ciei:Ph/8/:Diei

　　　　C/8e/Ph/ei/D/θf/　 ～ で き る(能 力)

C/t/:Ph/t/:D/t/

　　　　C/twin/Ph/tain/D/thin/作 る

C/k/:Ph/k/:D/k/

　　　　　 C/ka/　 Ph/ka/　 D/ka/　 難iしL・

C/2/:Ph/2/:D/2/'

　　　　 C/2a/Ph/?a/D/?a/　 多 い

C/ph/:Ph/ph/:D/ph/

　　　　 C/pho/Ph/phu/D/phu/子 供

C/th/:Ph/th/:D/th/

　　　　 C/thi/Ph/thi/D/thi/水

C/kh/:Ph/kh/:D/kh/

　　　　 C/kha/Ph/kha/D/kha/折 れ る

C/6/:Ph/b/:D/b/

　　　　 C/6a/Ph/ba/D/ba/信 仰 す る

C/d/:Ph/d/:D/d/

　　　　 C/da/Ph/da/D/d6/見Z.る

C/b/:Ph/p/:D/p/

　　　　c/baθi/Ph/pセ/D/pセ/私 達(1人 称複数代名詞独立形)

C/b/:Ph/ph/:D/ph/

　　　　 C/bx/　 Ph/phセn/　 D/phxn/　 ～ の 中

C/b/:Ph/b/:D/b/

　　　　 C/bxj　 3/Ph/bejb/D/bej　 8/　 こ の よ うに

C/s/:Ph/c/:D/c/
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　　　 C/su/Ph/c血/D/c6u/手

C/c/:Ph/c/:D/c/

　　　　C/cセ/Ph/c細n/D/cxn/怠 惰 な

C/sh/:Ph/ch/:D/ch/

　　　　C/shy/Ph/chin/D/chin/　 雨 が降る

C/9/:Ph/9/:D/9/

　　　　C/ga/Ph/ga/D/ga/老 い た

C/x/:Ph/x/:D/x/

　　　　C/xe2/Ph/xe/D/xe?/刀 ・ナイフ

C/y/:Ph/y/:D/y/

　　　　c/Ye/　 Ph/W　 D/Yi/　 良い

C/m/:Ph/m/:D/m/

　　　　C/ma/Ph/ma/D/ma/す る ・作 る

C/n/:Ph/n/:D/n/

　　　　C/nai/Ph/ne/D/ne/信 じる

C/w/:Ph/w/:D/w/

　　　　C/wa/Ph/wa/D/wa/夫

C/j/:Ph/j/:D/j/

　　　　C/ja/Ph/Jx/D/J/私(1人 称 単数代名詞独立形)

C/1/:Ph/1/:D/1/

　　　 　C/la/　 Ph/la/　 D/la/　 月

C/r/:Ph/r/:D/r/

　　　 　C/kr窒 ～/Ph/kr}/D/kr}?/～ し な け れ ぽ な ら な い

C/x/:Ph/S/:D/F/

　　　 　C/Xa/　 Ph/xa/　 D/xa/　 ～ か(疑 問 の 終 助 詞)

　　 (2)韻 母

対 応 表

　　　 Cli}}2uluee?oo?sεaiaa20auei?ou?「rul?

　　　Ph　 l　 i　 }　 }　 ul　 LLI　 l　 e　 u　 o　 x　 　ε　 ε　 a　 a　 3　 0　 　ai　 au　 　au

　　　 Dlei}…?ulouie?uo?8eeaa?ooai?au?au?
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　　　　　　xn　 　　an　 　　em　 　　ain　 　em　 　　ruin　 oun　 　aun　 　s　　　　x

　　　　　　xn　 　　an　 　　ein　 　 am　 　ein　 　 oun　 　oun　 　on　 　　xum　 　xn

　　　　　　sn　 　　an　 　　em　 　　ain　 　am　 　　oun　 　oun　 　on　 　　sn　 　　xn

(例)

C/i/:Ph/i/:D/ei/

　　　　c/li/Ph/1i/D/lei/風 ・空 気

C/i/:Ph/}/:D/壬/

　　　　C/shy/Ph/chi/D/chi/　 民 族

C/}?/:Ph/}/:D/i?/

　　　　C/kr婁?/　 Ph/kr}/　 D/kr}?/　 ～ し な け れ ぽ な ら な い

C/uz/:Ph/LU/:D/uz/

　　　　C/phut/Ph/phtu/D/phta/弟 ・妹

C/u/:Ph/uz/:D/ou/

　　　　C/Ju/Ph/j{h/D/jou/飛 ぶ

C/e/:Ph/i/:D/i/

　　　　C/le/Ph/li/D/li/行 く

C/e?/:Ph/e/:D/e?/

　　　　C/me?/Ph/m6/D/me?/顔

C/o/:Ph/u/:D/u/

　　　　C/m6/Ph/mu/D/mu/母

C/o?/:Ph/o/:D/o?/

　　　　C/ph6?/Ph/ph6/D/ph6?/欠 け る

C/x/:Ph/x/:D/x/

　　　　C/1看/Ph/1看/D/lx/前 置 詞(場 所 ・起 点 な ど を 表 す)

C/e/:Ph/e/:D/e/

　　　　C/mw色/Ph/mwe/D/mwe/～ で あ る(コ ピ ュ ラ動 詞)

C/ai/:Ph/e/:D/e/

　　　　C/jai/Ph/jE/D/je/　 5(数 詞)

C/a/:Ph/a/:D/a/

　　　　C/pha/Ph/pha/D/pha/父

C/a?/:Ph/a/:D/a?/

585



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国立民族学博物館研究報告　 20巻3号

　　　　C/jag/Ph/ja/D/ja?/破 れ る

C/o/:Ph/o/:D/o/

　　　　 C/n3/Ph/n5/D/n6/そ れ ・あ れ(指 示 代 名 詞)

C/au/:Ph/o/:D/o/

　　　　C/?au/　 Ph/?5/　 D/?6/　 あ る ・い る

C/ei?/:Ph/ai/:D/ai?/

　　　　 C/shei?/Ph/chaff/D/chai2/田

C/ou?/:Ph/au/:D/au?/

　　　　 C/16u?/Ph/lau/D/lau2/尽 き る

C/xuz?/:Ph/au/:D/au?/

　　　　 C/mxuz?/Ph/mau/D/maul/健 康 な ・楽 しい ・快 適 な

C/xn/:Ph/xn/:D/xn/

　　　　 C/p憎nθa?/Ph/phセnθa/D/p情nea?/道

C/an/:Ph/an/:D/an/

　　　　 C/?an/Ph/Zan/D/Zan/食 べ る

C/ein/:Ph/ein/:D/ein/

　　　　 C/mein/Ph/mein/D/mein/名 前

C/ain/:Ph/ain/:D/ain/

　　　　 C/thain/Ph/thain/D/thain/帰 る

C/ein/:Ph/ein/:D/ain/

　　　　 C/jein/Ph/vein/D/gain/家

C/xuzn/:Ph/oun/:D/oun/

　　　　 C/matftun/Ph/matδun/D/matbun/脅 す ・恐 が ら せ る

C/oun/:Ph/oun/:D/oun/

　　　　 C/phl6un/Ph/phlbun/D/phloun/　 カ レ ン 人

C/aun/:Ph/on/:D/on/

　　　　 C/thaun/Ph/than/D/thbn/橋

C/x/:Ph/xtun/:D/xn/

　　　　 C/6セ/Ph/bguzn/D/bfn/勇 敢 な

C/x/:Ph/xn/:D/xn/

　　　　 C/ex/Ph/6xn/D/帥n/　 3(数 詞)
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(3)声 調

対応表

　 Cl^　 ダ 　"　 ^?^?

　 Ph　 }　 -　　 "　 　　̂　　 7　　 '

　 Dl曜 　"　 ^}?'?

(例)

C/"/:Ph/"/:D/"/

　 　 　 C/pha/Ph/pha/D/pha/父

C/'/:Ph/'/:D/'/

　 　 　 C/na/:Ph/na/:D/na/夜

C/ソ:Ph/ダ/:D/7

　 　 　 C/kha/:Ph/kha/:D/kh直/苦 い

C/'/:Ph/"/:D/"/

　 　 　 C/ma/:Ph/m毎:D/ma/妻

C/^?/:Ph/'/:D/一?/

　 　 　 C/jag/:Ph/ja/:D/ja?/破 れ る ・裂 け る

C/^?/:Ph/'/:D/'?/

　 　 　 C/tha?/:Ph/tha/:D/that/針,鉄

5.　 テ 　 キ 　 ス 　　ト

　参考資料 として,チ ョウンビ ョー方言 とパア ソ方言の同 じ内容のテキ ス トを2編 ず

つ掲 げ る。2編 ともパ ア ンで発 行 された カ レン人 の ため の ボー ・カレン 語教 科書

/phl6un　 lai　p51営一chan/「カレン 語読本第1課 程」所収 の読み物がも とになっている。

パア ン方言の テキス トは これに一部変更を加えた ものであ る。一方,チ ョウンビ ョー

方言のテキス トは,イ ンフ ォーマ ン トと共同で この読み物を意味が変わ らない ように

チ ョウンビ ョー方言に直 した ものである。

　 このテキス トを見れば,東 部方言 と西部方言がいか なる点で違 っているか,ま たな

ぜ相互に通 じないのかをある程度把握す ることができる と思 う。

　 なお,テ キス トのグロス中,語 彙的意味以外の ものは括弧で くくってある。
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5.1.チ ョ ウ ソ ビ ョー方 言 の テ キ ス ト

5.1.1.「 お 父 さんの水 田に遊 びに行 く」

(0)　 "le　Ya?kw61x　 　　 phi　 shei?phf"

　 　 行 く 遊ぶ　　(場所)父 　 田　　中

(1)kxnij　 5　mwe　 m血ni?ヤt曾 田?n3　 　 1う.

　 　 今 日　 (繋辞)日 　　 日曜　　(主題)(丁 寧)

　 　 nan　yeshein　 lx　　　 ?セーphIhkhwa　 S8-8a?bwa　 nf　Xa

　 　 (人名)　 　 (列挙)3sg弟 　 　　　(人名)　 　 2～ 人

　 　 6a　 　 le　 mall　 　 Iei?　1誓　　　c話un?au　 ?e?.

　 　 (当為)行 く 勉強す る 文字(場 所)学 校 ある(否 定)

(2)　 ,.・,.waman,　Px-kx-　 　 le　　 ya?kwe　 if　　　 pha　2x-shei2　 phx?6　 　　Ya.

　 　 お姉 さん1pl(叙 想)行 く 遊ぶ　　(場所)父 　 3sg田 　 中　 あそ こ か?

(3)px-kir-　 　 le,　 da66.　 ps-kx-　 　 le　　 lx　　　 khli,　ns-wa　 khli

　 　 lpl(叙 想)行 く 末 っ子1pl(叙 想)行 く(道 具)舟 　2sgこ ぐ 舟

　 　 Ae　 　 Ya.

　 　 で きる か?

(4)?o,　 　 jar-wa　 khli　8e　 　　t5.

　 　 (感 嘆)1sgこ ぐ 舟 で きる よ

(5)mane　 khliwa　 ni　5aun,　 dab6.　 na,　wa　 khli　l誓　　　?irme?j　a.

　 　 取 る 罹 　 　 2～ 本 　末 っ子2sgこ ぐ 舟 　 (場所)前

　 　 jゑ,jx-lcx-　 　 wa　 lx　　　 ?営1allkh滋n　n色。

　 　 lsg　lsg(叙 想)こ ぐ(場 所)後 ろ　　　 ね

(6)thxphuiwai　 ni　ya　 　than　thou2　 khli　yaun

　 　 兄弟　 　　 2～ 人 上 る 乗 る　舟 　 そ して

　 　 le　　we　 　　　lei　　　 ?x-pha　 can　 ?b　 　　13.

　 　 行 く(3人 称)(場 所)3sg父 　 小屋 あそ こ(丁 寧)

(7)wainan,　 pha　 can　 n3　 　　You　 pha2　 j猷n　 ci　　　 Ya.

　 　 お姉 さん 父 　小屋(主 題)あ る(指 大)遠 い(指 大)か?

(8)　 da60,　 can　　?au　　O・をphl6un　 nう　　　　nx-da　 　　　Y～L.

　 　 末 っ子 小屋 ある3　 ～個　　(主題)2sg見xる か?
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　　　1看　　　　?xkla　　kx-phloun　 n5　　　　pha?x-　 can　　13.

　 　 　 (場所)真 ん中1　 ～個　　(主題)父 　 3sg小 屋(丁 寧)

(9)thirphuzwai　 ni　Ya　 　le　　 we　 　　　 lx　　　 pha　 can　 ?6　 　　　 1う.

　 　　兄弟 　 　 　2～ 人 行 く(3人 称)(場 所)父 　小屋 あそ この(丁 寧)

(10)we,　 　 pha.　 　 w6,　 　 pha.

　 　 　 (感嘆)お 父 さん(感 嘆)お 父 さん

(11)we,　 　 nxAi　yai　 ma　 m営nうlai.

　 　 　 (感嘆)2pl来 る す る 何 　 か?

　 　　 nx6i　le　　　ja　　　thi　if　　　　 thikhlo?phf　 lsye　　　n乙.

　 　　 2pl行 く 泳 ぐ 水(場 所)河 　　　 中　 (禁止)ね

　　　 nx6i　kx-　　　lan?irui?.

　 　 　 2pl(叙 想)溺 れ る

(12)(fa66,　 Y記.　P誓一kx-　 　 le　　 ?finkhwe　 l重　　　 t誓khakhl6?20.

　 　 　末 っ子 来 るlpl(叙 想)行 く 釣 る　 　 (場所)川 　 　 　 　あそ この

(13)ps-kx-　 　 le,　 wainan.

　 　 　 3pl(叙 想)行 く お姉 さん

(14)thxphuiwai　 ni　ya　 　le　　 2ankhwe　 13.

　 　 　兄弟 　 　 　2～ 人 行 く 釣 る　 　 (丁寧)

(15)da6b,　 na,?ankhwe　 lxj　5,　j　x-kx-　 　 le　　 ?ankhwe　 ls2b.

　 　 　末 っ子2sg釣 る　 　ここlsg(叙 想)行 く 釣 る　 　あそこ

(16)?6,　 　　 ,..,.waman,　Jx-kx-　 　 ?ankhw6　 thxj　5　 13.

　 　 　 (感 嘆)お 姉 さん1sg(叙 想)釣 る　　 この辺(丁 寧)

(17)?営shセ?営th31x-　 　 jei2　　 6a,　　 muime?xainlan　 we　 　　 13.

　 　 　時 間　　　 (否定)か か る(否 定)日 差 し　傾 く　　 (3人 称)(丁 寧)

(18)we,　 　 dab6,　 nx-ne　 ja　xwe　 　 6ein　lei.

　 　 　 (感 嘆)末 っ子2sg得 る 魚 い くつ ～匹 か?

(19)j営 一ne　 jakδ　　li　6ein,　 ,..waman.

　 　 　 1sg得 る ナマズ4～ 匹 お姉 さん

(20)　6a　　jou?.　　js-　ne　　jalu　 li　6ein　if　　　　japhlei?　　li　6ein.

　 　 　 十分(完 了)1sg得 る 雷魚4～ 匹(列 挙)ソ ガペ ー4～ 匹

(21)thaunn3　 k営一ca　 　?営w6θi?ヤーpha　 k6?　 s6　　　 ?irweAi　13.

　 　 　 こ うして1　 ～ 回3pl　 　 父　 呼ぶ(遠 隔)3pl　 (丁寧)
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(22)we,　 　 phbmtu　 phokhwa　 8i,　　 2irkhein　6a　 jou?,　 nsgi　ks-

　 　 　 (感嘆)娘 　　 息子 　　 (複数)時 間 　 十分(完 了)2pl(叙 想)

　 　　6a　　　　thain.　shx-　　　　　　kx-　　　khei?lan　 　　　1う.

　 　　 (当為)帰 る　 (形 式主語)(叙 想〉暗い　 (消滅)(丁 寧)

(23)　20,　　　 pha,　px-kx-　 　　thain　13.

　 　 　 (感嘆)父 　　1pl(叙 想)帰 る　 (丁寧)

　 　　da60,　 mane　 khliwa,　 px-kx-　 　 thain.

　 　 　末 っ子 取 る 擢 　 　 1pl(叙 想)帰 る

(24)thセph血wai　 ni　Ya　 　than　 th6u?khli　 yaun　 　thain　lx　?irwe6i2x-jein　 l5.

　 　 　兄弟 　 　 　2～ 人 上 る 乗 る　舟 　 そ して 帰る へ3pl　 　 家 　 (丁寧)

5.L2.「 健 康について」

(0)　 　"shx-　　 aushaun2aukhlain?iryain"

　 　 　 (名 詞化)健 康 な　　　　　 事柄

(1)pxwe(fabaθi　 lサpha　 J5　　Px-kx-　 　 6a　　　?au　 sheinsheinphlephle

　 　 　 lpl(強 調形)(複 数)こ の1pl(叙 想)(当 為)住 む 清潔に

　　　ko?ni　 de?　13.

　 　 　毎　 日 毎　 (丁寧)

(2)ps-mi　 yaithir　than　 lx　yaunankhxuz2　 nう,　　 Px-6a　 　 phla　px-

　 　 　 1pl寝 る 起 きる(上 昇)に 朝 　 　 　 　 　 (主題)lpl(当 為)洗 う1pl

　 　 　met　 sheinshein　 l5.

　 　 　顔 清潔 に 　(丁寧)

(3)?e　 　yaun,　 pir-6a　 　　thxui2　shein　 px-6wa　 lx　　　 thila　n3

　 　 　 もし 終わ る1pl(当 為)磨 く　 清潔な1pl歯 　 (道具)塩 　　(主題)

　 　　 1う.

　 　　 (丁寧)

(4)pセ ー5a　 　　YαI　p営一khb　 lx　　　 phlau60　 yaun,　 Px-6a　 　　 khwi　 pセー

　　　 1pl(当 為)塗 る1pl頭 　 (道具)椰 子油　 終わ る1pl(当 為)硫 く1pl

　 　 　 kho　 yeye　lう,

　 　　頭　 良 く(丁 寧)

(5)蜘,pxlou?,　 sh営kaunsh営 θ6?th誓?ヤ16u?n5　 　 mx,2ski　 l営一　　 than

　 　 　腰巻 シャツ　着 る物　　　　 全部　　　(主題)も 　 垢　 (否定)上 る

590



加藤　　ボー・カレン語諸方言の音韻体系

　 　　6a　 ?xyan,　per-kx-　 6a　 2anshowa?kaun60?13.

　 　 　 (否定)為 　　 1pl(叙 想)(当 為)洗 う　　　 着 る　　 (丁寧)

(6)　 shx?aushaun2aukhlain　 kx-　　　2au　　?syan　 pir-kx-　 　　6a　　　　?an

　 　 　健康 　 　 　 　 　 (叙 想)あ る 為 　 1pi(叙 想)(当 為)食 べる

　 　　shx?ansh営?1乱u　lxpha　 　lx　　　　　　kx-　　　k瓠　　than　 　p営一Yain

　 　 　食べ物　 　 　 (複数)(関 係 詞)(叙 想)成 る(出 現)lpl力

　 　　n3　 　 13.

　 　 　 (主題)(丁 寧)

(7)pho6aθi　 　　 Xg,　baAi　J　5　　P誓一?an　 　 2skhein　 p営一?an,　 P誓一kwe

　 　 　子供　 (複数)よ 　 3p1こ の1p1食 べ る 時 　　　1pl食 べ る1pl遊 ぶ

　 　　?xkhein　 p誓一kwe　 n5,　　 Px-8a?kx-　 　 XWI　 ps-kx一

　 　　時　　　1pl遊 ぶ(主 題)lp1心 　 (叙想)軽 い1pl(叙 想)

　 　　?aushaun?aukhlain　 l5。

　 　　健康な　 　 　 　 　 (丁寧)

(8)ba8i?e　 　?aushaun?aukhlain　 n3,　　 p誓一8x　p菅一6a2　xwi　 we　 　　　 nう

　　　 lplも し 健康な　　　　　　 (主題)1p1肝1pl心 　 軽い(3人 称)(主 題)

　　　mwe　 nx6i　o6ja　 　　　 Ya.

　　　 (繋辞)2pl知 ってい る か?

(9)2e　 yaun,　 pヤー2aushaun?aukhlain　 nう,　　 pir-mall　 lei?lai　m雪

　　　も し 終わ る1pl健 康 な　 　　　 　　(主題)1pl学 ぶ 文字　 も

　　　Ae　　　　phlai　13.

　　　できる 速 い(丁 寧)

(10)ba　 j6　　 p営一8e　　　 ps-5a　 　　lei21ai?営1セ?営xw6　ta,　　　px-thi　 ps-khan

　 　 lp1こ の1p1で き る3p1で き る 文字　 十分 に　　(順 接)1p1国1p1国

　 　 Pヤーt営wan?xyan　 p営一shy　 P誓一sha　 Ysyan　 mf　 pir-mashx

　 　 lpl村 　 為 　 1pl民 族lp1民 族 為 　 も1p1手 伝 う

　 　 kx-　 　 kai　　 thin　 　we　 　　　13.

　 　 (叙想)で きる(出 現)(3人 称)(丁 寧)
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　 　 　 　 　 　 　 　 り 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

5.2.パ ア ソ方 言 の テ キ ス ト

5.2.1.「 お 父 さんの水 田に遊びに行 く」

(0)　 "li　cainkwe　 lx　　　 pha　chaff　ph8n"

　 　 行 く 遊ぶ　　 (場所)父 　 田　 中

(1)1営nijδmw歪 　 ?営tau　muzni　 n5　 　 15

　 　 今 日　 (繋辞)日 曜　 日　　 (主題)(丁 寧)

　 　 nan　yichein　de　 　　 ?営一phuzkhwa　 cテーθa?wa　ni　Ya　 　n5

　 　 (人名)　 　 (列挙)3sg弟 　 　　　(人 名)　 2～ 人(主 題)

　 　 ba　 　 li　 ma16　 　 1ai　 if　　　phja?δ 　　　 ?5　 1xn　 2e

　 　 (当為)行 く 勉強す る 文字(場 所)学 校 あそ この あ る も う(否 定)

(2)wenan　 　pヤーli　　 cainkwe　 lx　　　 pha　 2x-chaff　 phxn　 20　 　　xa.

　 　 お姉 さん1p1行 く 遊ぶ　　 (場所)父 　 3sg田 　 中　　あそ こ か?

(3)li　 　 dab}.　 p営・mx-　 li　　 de　 　 khli。　n営一phle　 khliθf　 　 chτ

　 　 行 く 末 っ子1pl(叙 想)行 く(道 具)舟 　　2sgこ ぐ 舟　 で きる(娩 曲)

　 　 13　 　 ja.

　 　 (丁寧)か?

(4)?6,　 　 j誓一ph1εkhliθf,　 　 wenan.

　 　 (感嘆)1sgこ ぐ 舟 で きる お姉 さん

(5)?anmani　 m6inphlεnan　 　ni　bein,　dab}.　 ?eyon,　 ns-phle　 khli　lx

　 　 取 る 　 擢 　　 ～ ほど2枚 末 っ子 そ して2sgこ ぐ 舟(場 所)

　 　 ?smeja　 n5,　 js-mx-　 ph1E　 lx　　　 ?xlankhain　 jb　 13.

　 　 前　　 そのlsg(叙 想)こ ぐ(場 所)後 ろ　 　　 この(丁 寧)

{6}tsphuzwe　 ni　ya　　than　than　 　khli　yon

　 　 兄弟　　 2～ 人 乗 る(上 昇)舟 　 そ して

　　 li　　 we　 　　　lx　　　 ?s-pha　 can　 ?0　 　　13.

　 　 行 く(3人 称)(場 所)3sg父 　 小屋 あそ こ(丁 寧)

(7}wEnan,　 pha　 can　 n5　 　　25　　phi　 　jain　 chi　　 rsa.

　 　 お姉 さん 父　 小屋(主 題)あ る(指 大)遠 い(碗 曲)か?

(8}dabs,　 can　 25　　8xn　 phlbun　 n5　 　　mwe　 nir-da　 　　chi　　 xa.

　 　 末 っ子 小屋 ある3　 ～個　　(主題)(繋 辞)2sg見 え る(碗 曲)か?
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　 　 if　　　 ?xkla　 lx-phl6un　 n6　 　 mwe　 we　 　　 da　 　 pha?ヤ 。

　 　 　(場所)真 ん中1　 ～個　　(主題)(繋 辞)(3人 称)(限 定)父 　 3sg

　 　 can　　n5　　　　1δ.

　 　 小屋(主 題)(丁 寧)

(9)tvphtuwe　 ni　Ya　 　li　　 we　 　　　da　 　　1重　　　 ?ヤーpha　 can　 ?6

　 　 兄弟　　 2～ 人 行 く(3人 称)(限 定)(場 所)3sg父 　 小屋 あそ こ

　 　 13.

　 　 　(丁寧)

(10}we,　 　 pha.　 　　 we　 　　pha.

　 　 　(感嘆)お 父 さん(感 嘆)お 父 さん

(11)we,　 nsgiye　 ma　 n51E.

　 　 　(感嘆)2pl来 る す る 何 か?

　 　 n営θili　　　ja　　 klan　 　　　ba　　　　thi　lx　　　　thikhlo　phxn　 2d　　　　lxxi

　 　 2pl行 く 泳 ぐ やた ら と(許 可)水(場 所)川 　　　中　　あそ こ(禁 止)

　 　 j5.　nxAi　mx-　 lan?au.

　 　 　よ2p1(叙 想)溺 れ る

(12)dabs,　 ye.　 px-mx-　 li　　 2ankhwe　 lx　　　thikhlb　 phxn　 20.

　 　 末 っ子 来 るIpl(叙 想)行 く 釣 る　　 (場所)川 　　　中　　あそ この

(13)li,　 wεnan.

　 　 　行 く お姉さん

(14)tsphtuwe　 ni　Ya　 　li　　 ?ankhwe　 we　 　　　da　 　　13.

　 　 　兄弟　　 2～ 人 行 く 釣 る　　 (3人 称)(限 定)(丁 寧)

(15)dabi,　 n菅。?ankhwe　 lejb,　Jx-mx-　 2ankhwe　 le2b.

　 　 　末 っ子2sg釣 る　 　 ここ1sg(叙 想)釣 る　 　 あそ こ

(16)2b,　 　 wEnan,　 jx-m菅 一　 2ankhwe　 thon}c}1δ.

　 　 　 (感嘆)お 姉 さんlsg(叙 想)釣 る　　 この辺(丁 寧)

(17)chヤ?誓ch?n?誓th51営 一　　 Jll　　 ls-　　 m5　 　 b6　 　 n6　 　 ta,

　 　 　時間　　　　 　 (否定)か か る(否 定)か か る(否 定)(主 題)～ す ると

　 　 　muzme　 x田nl註n　we　 　　 da　 　 l5.

　 　 　 日差 し 傾 く　　 (3人 称)(限 定)(丁 寧)

(18}we,　 　 dabs,　 nx-ni　 　ja　xwe　 　 bein　le.

　 　 　 (感嘆)末 っ子2sg得 る 魚 い くつ ～匹 か?
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(19)jセ ーni　 jak6　 　1i　bein,　wεnan.

　 　 　1sg得 る ナマズ4～ 匹 お姉 さん

(20)　ba　　.,tau.　　 j営一　ni　　 jalui　li　bein　 d6　　　　j査ph1{髄　　li　bein　jau

　 　 　十分(完 了)1sg得 る 雷魚4～ 匹(列 挙)ン ガペー4～ 匹(完 了)

　 　　13.

　 　 　(丁寧)

(21)thonn560　 ta,　　　?sQiwe　 pha　 ko　 　cu　　　 ?ir6i　13.

　 　 　そ うして(順 接)3pl　 父 　 呼ぶ(遠 隔)3pl(丁 寧)

(22)we,　 　 phttmui　 phukhwa　 8i,　nx8i　ba　 　 ?xkha　 thain　j　ars.

　 　 　 (感嘆)娘 　　 　息子　　 達2p1当 た る 時間　 帰 る　(完 了)

　 　　chx-　 　　 mx-　 khai　lan　 　 13.

　 　 　 (形式主語)(叙 想)暗 い(消 滅)(丁 寧)

(23)20,　 　 pha,　pv-mgr-　 thain　13.

　 　 　 (感嘆)父 　 1p1(叙 想)帰 る　(丁寧)

　 　　dab},　 2anmam　 meinphle,　 pir-mx-　 thain　13.

　 　 　末 っ子 取 る　 　擢 　 　 　 1p1(叙 想)帰 る(丁 寧)

(24)tヤphthwεni　 ya　 　than　than　 　khli　gon　 　 thain　we

　 　 　兄弟　 　 2～ 人 乗 る(上 昇)舟 　 そ して 帰 る　 (3人 称)

　 　　if　　　　?sAi?s-vein　 ?0　　　　13.

　 　 　 (場所)3p1　 　 家　 あそ こ(丁 寧)

　5.2.2.「 健康 について」

(0)　 　"?3chon25khlain　 ?syain"

　 　 　健康な　 　 　 　 事柄

(1)　 pir　jb　　　ps-ba　 　　　?3　　 ?ephlilai?echeinpran　 ko　ni　de　n5　　　　13,

　 　 　 1p1こ の1pl(当 為)住 む 清潔に　 清潔 に　　 毎 日 毎(主 題)(丁 寧)

(2)p営 一mi　 yEthxuzn　 than　 lx　kew3　 kha　 n3,　　 pヤーba　 　 phla　Px-me

　 　 　 lpl寝 る 起 きる　 (上昇)に 朝 　 時 　 (主題)lpl(当 為)洗 う1pl顔

　 　　2echein　 13.

　 　 　清潔に　　(丁寧)

(3)?e　 ybn,　 be　mセー　 cheinphli　 ea,　p営一ba　 　 than　Px-mξ

　 　　 もし 終わ る 為(叙 想)清 潔な　 為　1pl(主 題)磨 く1pl歯
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　　　 de　　　　thila　n5　　　　13.

　 　 　 (道具)塩 　　(主題)(丁 寧)

(4)　 pir-yuz　 than　 　　khu　 de　　　　ph13AaAu?e　 　 ybn,　　 ba　　　　khwi

　 　 　 lpl塗 る(出 現)頭 　 (道具)椰 子油　 もし 終わ る(当 為)硫 く

　　　 than　 　　khu　 n5　　　　2eyi　chi　　　 13.

　 　 　 (出現)頭(主 題)良 く(碗 曲)(丁 寧)

(5)　 thirddn,　chaingan,　 ch営kδnchヤθδ　n6　　　　θi,　be90　 ?xki　lx-　　　　?6　　 ba

　 　 　腰巻　 　シ ャツ　 着 る物　 　　 (主題)も 為　 垢　 (否定)あ る(否 定)

　 　　 ea,　px-ba　 　　?anθ1la　kdnAd　 we　 　　　da　 　　13.

　 　 　 為1pl(当 為)洗 う 　着 る(3人 称)(限 定)(丁 寧)

(6).一:.chx25chon?5khlain　 ms-　 ?5　 ea,　p営・ba　 　 ?an　 　 ch直?ancha?う

　 　　 為　　健康　　　　　　　 (叙想)あ る 為　 1pl(当 為)食 べ る 食べ物

　　　 θil営pha　18　　　　　　?セー　ke　　than　 　　pヤーyin　 n5　　　　chi　　　15.

　 　 　 (複数)(関 係 詞)3sg成 る(出 現)lp1力 　 (主題)(碗 曲)(丁 寧)

(7)　 phuAaθi　 　　　xe,　ps-jo　 　　ba　 　　　?セkha?an　 　　ps-2e　 　 ?an,　　 ba

　 　 　 子供　 (複数)よ 　 1plこ の 当た る 時　 　食べ る1p1も し 食べ る 当た る

　　　 ?xkha　 16kwe　 px-2e　 lokwe　 chi　 　 ta,　　 pxnancha　 8i　mx一

　 　　 時　　遊ぶ　 1plも し 遊 ぶ　 (碗 曲)(順 接)私 達 自身 も(叙 想)

　 　　 chonkhlain　 p営一Aguzn　 Px一 θaθi　mx-　 xwe　 we　 　　 chi　　 l5.

　 　 一健康 な　　 lp1肝 　　 lpl心 も(叙 想)軽 い(3人 称)(碗 曲)(丁 寧)

(8)pヤnancha　 2e　 chdnkhlain　 cai　 bo,　 px-9xuzn　 Px-8a　 8i　m誓一　 xwe

　 　 　 身体 自身　も し 健康な　　 言 う もし1pl肝 　　 1pl心 も(叙 想)軽 い

　　　 we　 　 chi　n5,　 mwe　 nir-8ija　 　 chi　 xa.

　 　 　 (3人 称)も 　 (主題)(繋 辞)2pl知 ってい る(娩 曲)か?

　(9)?e　 yon,　 px-2e　 25chbn?5khlain　 n5　 　 ps-male　 lailE　8i

　 　 　 もし 終 わるlp1も し 健康 な　 　　 　 (主題)1pl学 ぶ 文字 も

　　　 θf　　　 we　 　　　 ph16　 chi　　 l5.

　 　 　 で きる(3人 称)速 い(碗 曲)(丁 寧)

　(10)pセ 　Jb　 　chセθfch営ba　pbunna　 2e　　25　　daupain　 we　 　　　 chi

　 　 　 lplこ の 知識　　　 知恵　　もし あ る 十分な　 (3人 称)(碗 曲)

　 　　 ta,　　 pセーthikhan　 p営一ddun　 txwan　 2xyan　 Px-chi　 Px-chi

　 　 　 (順接)1pl国 　 1pl町 村 為1p1民 族1p1民 族
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?営Yanθi　 pセーmabdmachxn　 ms-　 kξ　　 thin　 we　 　　 chi

為 も1p1助 け る 　 (叙想)で きる(出 現)(3人 称)(碗 曲)

n5　 　 13.

(主題)(丁 寧)

5.3.　 日 本 語 訳

5.3.1.「 お 父 さんの水 田に遊 びに行 く」

(0)「 お 父さんの水田に遊 びに行 く」

(1)今 日は 日曜 日です。nan　 yeshein/nan　 yicheinと 弟 のS8-Aa26wa/cx-8a?waの2

　 　 人は学校に行 って勉強す る必要 があ りません。

(2)(弟):お 姉 さん,お 父 さんの田んぼに遊びに行か ないか?

(3)(姉):行 こ う(弟 よ)。 舟 で行 こ う。舟が こげ る?

(4)(弟):え っ?　 こげ るよお姉 さん。

(5)(姉):擢 を2本 持 ってきて。そ うした ら,あ なたはそ っちの前 のほ うで こ ぐの

　　　　　 よ。 わた しはこっちの後 ろのほ うで こぐわ。

(6)姉 弟2人 は舟に乗 ってお父 さんの小屋に向かいます。

(7)(弟):お 姉 さん,お 父 さんの小屋 は とて も遠いのか なあ?

(8)(姉):あ そ こに小屋が3つ あ るのが見え るで しょう?　 真ん中の小屋がお父 さ

　　　　　 んの よ。

(9)姉 弟2人 はお父 さんの小屋に行 きます。

(10)(弟):お 父 さん,お 父 さん。

(11)(父):お や,お 前達何 を しに来たのか な?　 川の中で泳 いだ りしち ゃいけ ない

　　　　　 よ。溺れるからね。

(12)(姉):(弟 よ)ね え,川 に魚釣 りに行 きま しょうよ。

(13)(弟):う ん,行 こ う。

(14)姉 弟2人 は魚釣 りを しに行 きます。

(15)(姉):あ な たは ここで釣 るの よ。わた しはむ こ うで釣 るわ。

(16)(弟):う ん,お 姉 さん。ぼ くは この辺 で釣 るよ。

(17)間 もな く日が暮れて きま した。

(18)(姉):あ な た魚何匹釣れた?

(19)(弟):ナ マ ズが4匹 釣れた。

(20)(姉)=な か なかいいわね。わた しは雷魚が4匹 とンガペー(魚 の1種)が4匹
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　　　　　 釣れたわ よ。

(21)そ の とき,2人 の お父 さんが呼びま した。

(22)(父):お 一い(娘 と息子 よ)。 も う帰 る時間だぞ。 さあ帰 ろ う。

(23)(姉):う ん,お 父 さん。帰 りましょう。(弟 よ)擢 を持 ってきて。帰 るわ よ。

(24)姉 弟2人 は舟に乗 って家 に帰 りました。

5.3.2.「 健康について」

(0)　 「健康について」

(1)私 達は,毎 日清潔に暮 らさなけれぽならない。

(2)朝 起きたら,き れいに顔を洗わなければならない。

(3)そ れが終わったら,き れいになるまで塩で歯を磨かなければならない。

(4)頭 にヤシ油を塗ってから,髪 を しっか り硫かさなけれぽならない。

(5)腰 巻き,シ ャツなどの着物もみな,垢 がたまらないように,き れいに洗って身

　　 につけなければならない。

(6)健 康に暮らすためには,力 がつ くような食べ物を食べなけれぽならない。

(7)子 供達よ,食 べるべきときには食べ,遊 ぶべきときには遊ぶようにすると,体

　　 が丈夫になって,心 も楽 しくなるものだ。

(8)体 が丈夫だと心 も楽 しくなることを,あ なた方は知 っているだろうか。

(9)そ して,体 が丈夫だ と,勉 強をしても速 く身につくようになるのだ。

(10)そ して私達に十分に知恵がそなわ っていれば,私 達の国や町や村のため,そ し

　　 て私達の民族のためにも,貢 献することができるのだ。

6.お 　わ 　 り　 に

　本稿では,ボ ー ・カレン語のチョウンビョー方言,パ アン方言,タ ボイ方言の音韻

体系を記述した。本稿の目的は共時態の記述であるが,敢xて 各方言を変化という側

面から見た場合の特色を挙げるとすれば,次 のようなものがある。チョウソビョー方

言では,/6/:/b/の 対立が生 じていることと,音 節末子音の/?/が 将来消滅しそうな

傾向を見せていること。パアン方言では,か つて存在 した と思われる音節末子音の

/?/が 消滅 し,そ の代償 として新 しい母音音素が生 じたと考えられること。そ して,

タボィ方言では,/ei/と/ou/が 他の方言の単母音に対応することから,こ の二重母

音が,お そらくは母音推移のようなものが起きた結果,生 じたと考えられること,等
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々である。もちろん,こ のような諸特徴は,比 較言語学の立場から慎重に検討される

べき問題である。また,今 後は,こ れらの方言の文法レベルの記述に進んでい く予定

である。
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